


































閉一 一一一一一

がパー レーに追 いつ き，飛 びかか ろう

とす ると， パー レーは一瞬良 いことを

思 いつき，森 の方向 を差 し，役人 そっ

くりのかけ声 で 「あっちだ，行 け」 と

叫んだ。

「犬 は役人 と私 にけ しか けられて私

を通 り越 し， ス ピー ドを倍 にあげて森

へ向か った。私 たちふ たり もその方向

へ走 った。森 に入 ると間 もな く役人 と

犬の姿 が見えな くな り，二度 と見か け

なか った。」６

パー レー ・プ ラッ トが伝道 によって

被 る身 の危 険をだれ も警告 はで きなか

ったが，ひ とたび危険 に遭遇す ると，

彼 は必 らずそ こにユーモアを みつ け出

し， 「損失」 とな るものを後で楽 しい

経験 とな る 「利益」 に転 じたので あっ

た。

ウ ィル フォー ド ・ウッ ドラフ も，辛

い伝道に ユーモアを見 ることので きた

人で ある。彼は１８３０年 １月の彼が２７歳

であ った ときの経験 について書 いてい

る。彼 と同僚は食べ物 な しで ２日間に

１００キ ロ程歩 いた。 最初 の日， ふ た り

は熊 に出 くわ し，道 に迷 い，狼 に追跡

され，や っとの ことで夜遅 く小屋 に着

いた。食べ物 は何 もあてがわれなかっ

たが， と もか く床に寝 るの を 許 さ れ

た。 ウ ッ ドラフ長老はその 日の ことを

「生涯で最 も苦 し く耐えがたい １日」

と記 してい る。翌朝彼 らが２０キ ロ程雨

の中 を歩 いて， １軒の家にたど りつい

てみ ると，それは １年前 に ミズー リ州

ジ ャクソン郡か ら聖徒を追いたてた暴

徒 の家で あった。小屋に着いた とき，

家族 は朝食 の席についていた。 ウッ ド
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ウ ィル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ

ラフ長老 の言葉を読んでみ よう。

「たとえ憎 い相手で も主人が食事に

招 いたか らには食事を出す とい うのが

当時の ミズー リ人 の習慣で あった。…

…彼 は私 たちが モルモンだ とい うこと

を知 って，食事 を始 めたとたん にモル

モンをのの しり出 した。 テーブルに は

ベー コンエ ッグの大皿 とパンがた くさ

んの っていた。主人 の悪 口は私た ちの

食事 の邪魔 にな らず，悪 口雑言がひ ど

くなればなるほど，食 はすすんで，私

たちは満腹 になった。私た ちはテーブ

ルを立ち，帽子 を取 って朝食 の礼を言

った。彼 は私 たちの立 ち去 る最後の最

後 までモルモンを罵倒 し続 けた。主 は

彼 に私 たちの朝食へ の報 いをお与 えに

な ると信 じる。」７

最後 にあげる例 は， マシュー ・カウ

リーの生活 に見 られる信仰 を基 と した

献身 についてである。彼 はソル トレー

クシチーの末 日聖徒大学 に通 っていた

が， １年を終 える と来年 は学校 に戻 る

まい と決心 した。伝道 に出たか ったの

で ある。 わずか１７歳だ ったが，彼 は召

されて， ま もな くマオ リ人の間で働 く

べ くニュージーラン ドに向か った。

カウ リー長老は 日記 に，最良 の同僚

は蚤 たちだ と書いてい る。蚤 はいつ も

忠実 に側を離 れなか ったか らである。

次 の言葉 はその 日記の一節 であ る。

「夜
， カ ラキア （祈 り）が終 わ って 自

分の部屋 に帰 り，床 に入る前 に蚤 に対

す る防備を固めた。体 中に蚤取 り粉 を

なす りつ け，ひ と握 りをベ ッ ドにまい

た。 それで蚤 は気 を失 うと思 った。 …

（翌朝）起 きてベ ッドを見 ると，大量

の蚤 の死がいであ る。大群 を 征 服 し

て，私 は ナポ レオ ンのよ うな気分だ っ

た 。」８

カウ リー長老は当然 の ことなが ら言

葉を全 く白紙の状態か ら学 ばな くて は

な らず， また ３ヵ月間は同僚 がいなか

った。彼 は毎朝 ６時に森 へ行 き，福音

と国語を勉強 し，断食 し，祈 った。彼

は毎 日そ こで１１時間を過 ごした。 ３カ

月後 に，彼 は土地の人 々を前 に， その

地方 の言葉で福音を説 くことがで きる

よ うになった。彼 は 「胸に，今 まで一

度 も感 じたことがなか ったよ うな燃 え

る気持 を感 じた」 と言 ってい る。

これ らの宣教師の経験か らして，彼

らの決定 は経済学者の決定の基準 と違

っていた ことが はっき りうかがえ る。

経済学者 は，払 う代価が利益にみあ う

よ うな価値体系で決定を下す。禿げ も

蚤 も飢 え も，経済学者 にとっては家族

を残 して来 るほどの動機 とはな らない

であろ う。 しか し，パ ー レー ・Ｐ ・プ



ラットの語った次の方法に よ る な ら

ば，伝道 しようという決心は確実な損

得基準に基づ くのである。

その経験とする１年前，まだ末 日聖

徒について聞いていなかった頃，パー

レーは結婚 したばかりで約２０ヘクター

ルの農場と快適な家と収穫の多い果樹

園と美 しい菜園を所有 していた。しか

し彼は何か欠けていると感 じた。そこ

で彼は聖書を研究 し，さらに知 りたい

と思い，福音が再び回復されなくては

ならないとい．う信念を持 った。福音の

回復がすでに行なわれていたことを知

マ シ ュ ー ・カ ウ リ ー
、

らないなが ら，彼 は農場 と家 をあとに

真 の教 会を捜 そ うと決心 した。兄の ウ

ィ リアムは彼 に反対 し， 「おまえはど

うや って生活す るつ もりか 。」 と聞い

た。パ ーレーは家族 を充分 に養 うだ け

の銀行 支払 い手形 があると言 った。彼

によれば， その手形 は 「天地が過 ぎ去

って も決 して崩 れない所 に投資 してあ

る」 とい う。兄 はそれ を見た いと言 っ

た。パ ーレーは こう記録 して いる。

「その とき
，私 は 自分 の金庫を あけ

て，中か ら大 きい札入れ を 取 り 出 し

た。そ こには次 のよ うな約束手形が ぎ

っしり入 っていた。 『わた しのた め，

また福 音のために父，母，兄弟，姉妹

家 ，畑 ，妻，子 を捨 てる者 はこの世に

おいては百倍 を受 け，来 たるべ き世で

は永遠 の生命 を受 ける」 『あなたがた

がわた しにつながってお り，わた しの

言葉 があなたが たととどまってい るな

らば， なんで も望む ものを求 めるがよ

い。そ うすれ ば，与 え られ る で あ ろ

う。」『信ず る者 には， どんな事で もで

きる。」９」

そ してパー レーは兄 に， これが正真

正銘 の手形で はないか，署名人の主 イ

エス ・キ リス トが これ らの約束をかな

えて下 さるので はな いか と聞いた。 ウ

ィ リアムの返事 は 「その通 りだ」のひ

と言で あった。 こう して１８３０年の ８月

パー レーは仕事を処分 し，ポケ ッ トに

１０ドル を入れ，妻 を連 れて神の王国を

探 しに出発 した。

彼 はすべての宣教 師 と同様 に，主 が

自分の手形を払 って下 さる ことを知 っ

たのであ った。

脚 注

１ 「ブ リガ ム ・ヤ ングの 一 生 」 ミ レニ

ア ル ， ス ター ， 第 ２５号 （１８６３年 １０月 ３

日） 〔英 文 〕 Ｐ．６４６

２ ジ ョセ ブ ・フ ィー ルデ ィ ン グ ・ス ミス

「ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミスの 生 涯 」 〔英

文 〕 Ｐ．１７０

３ 同 ， Ｐユ ７６

４ 同 ， Ｐ．１８３－ ４

５ 「説 教 集 」 ， １８５６年 ９月 ２８日の 説 教

第 ４巻 〔英 文 〕 Ｐ．ユ０７

６ パ ー レー 。Ｐ ・プ ラ ッ ト， 「パ ー レ

ー ・ペ ー カー ・プ ラ ッ トの 自叙 伝 」

〔英 文 〕 Ｐ．５０－ ５１

７ マ シア ス ・Ｆ ・カ ウ リー 編 「ウ ィル

フ ォー ド ・ウ ッ ドラフ ：その 生 涯 と働

き の歴 史 」 〔英 文 〕 Ｐ，５０， 「ウ ィル フ

ォー ド ・ウ ッ ドラ フの 生 涯 」 〔英 文 〕

Ｐ．８２

８ ヘ ン リー ・Ａ ・ス ミス， 「信 仰 の 人

：マ シュー ・カ ウ リー 」 〔英 文 〕 Ｐ．４８

９ 自叙 伝 〔英 文 〕 Ｐ．５０－ ５１

この執筆 にあた り，教会歴 史記録部

の編集者， モー リン ・アーセ ンバ ック

氏 およびユ タ州立大学生， ブ ラッ ド・

モー リス君 に御援 助いただいた ことを

感謝 申 し上 げ る。

レオ ナー ド ・Ｊ ・アー リン トン
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最 も大切な務め，それは福音を教えることである

キ リス トの無尽蔵 の富 を

分 かち合 いな さい

七十人最高評議員会会員

レック ス ・Ｄ ・ビネガ ー

罫

』

臥 、

親愛な る兄弟姉妹 と共 に この大会 に

出席で きることは，大 いな る特権 であ

る。私 は全世界で働 いてい る大勢 の宣

教師を代表 して，彼 らの挨 拶を ここに

お伝 えしたい。各地 の宣教 師を訪 れ，

主 の力を肌で感 じ取 ることは， すば ら

しいことであ る。 とい うのは，主 は，

宣教師 と教会員を通ゐ て， イエス ・キ

リス トの福音を人 々の間に行 き渡 らせ

るた めに働いてお られ るか らである。

福音を分か ち合 って得 られ る祝福 は

口で言い表わせない もので ある。私 が

時 々覚 える感激は，恐 ら くパ ウロもエ

ベソの聖徒 に手紙を書いた ときに味 わ

った ことで あろう。パ ウロは，主 のた

めに仕 える彼 の召 しについて， 次のよ

うに書 いてい る。

「わた しは
，…… 自分に与え られた

神 の恵み の賜物 により，福 音の僕 とさ

れ たので ある。

す なわ ち，聖徒た ちの うちで最 も小

さい者で あるわた しにこの恵みが与 え

られ たが， それ は， キ リス トの無尽蔵

の富 を異邦人 に宣べ伝 える た め で あ

る。

わた したちの主 キ リス ト・イエスに

あ って実現 された神 の永遠 の目的にそ

うものである。

この主 キ リス トにあって，わた した

ちは，彼 に対す る信仰 によって，確 信

１８
ｒ
．騰 塾

，藤盛 ．

を もって大胆 に神に近 づ くことがで き

るのであ る。

こうい うわ けで，わた しはひざをか

がめて， ……父に祈 る。」（エペ ソ３ ：

７， ８，１１，１２， １４）

福音を人 に分か ち与 えた ことのある

会員や宣教師 は，例外 な く皆 この謙虚

な，感謝 の気持で胸が一杯 にな るよ う

であ る。福音を受け入れた人々が平安

を覚 え，確信を もって生活 す るよ うに

なって いるのを見 ると，私 たちはそれ

だ け自分 の兄弟姉 妹であ る友 だちや隣

人 に，回復 された イエス ・キ リス トの

福音 を分か ち与え る責 任 と機会 が， ど

んな に重要で あるかをひ しひ しと感 じ

るので ある。

主 は， この神聖な責 任について， 明

確 に宣言 された。また教会 員が この戒

めを守 らなか った場合 に受 ける罪の宣

告 も， 明確 にされ た。１８３２年 ９月２３日

に，主 は福音 を説 くことについて十二

使徒 に戒 めを与 えた後，次 のように言

われた。

「而 して
，汝 らに与 えた るこの啓示

と誠命 とは，今直 ちに全世界 に施 され，

また この福音 をいまだ受 けざりしすべ

ての人 々に及 ぽすべ きなり。

され ど，誠 にわれ， わが王国を与 え

られた るすべての者た ちに言 う。… …

汝 らよ り彼 らに向 いて宣べ ざるべか ら

ず。……」（教義 と聖約８４：７５，７６）

ジ ョセ ブ ・ス ミスはかつて，私た ち

の最 大かつ最 も重要 な義務 は，福音を

人々に教 え ることである， と語 った。

彼はまた死者 のために働 くことにつ い

て も，同 じことを宣言 して いる。 この

いずれの活動 によって も，神 の王国 の

会員が得 る数 々の祝福 を，人 々に与え

ることができるので ある。

この 「隣人 を警 める」 という神聖な

責任 を果たす と，贈 り物 を受 けた人 は

もちろん，与 えた人 に も， 口で言 い表

わす ことのできない喜 びが訪れ る。教

会全体 を通 じて，数 多 くの家族が この

最 も大切 な務 めを果 た して，喜 びを経

験 してい る。彼 らは， 「亡 びず してそ

の身 も霊 も救 いを得 るたあに庫 に積み

入 るる」ばか りか，非会員 の兄弟姉妹



たちも同じ祝福にあずかれるように助

けているのである。伝道する人たちは

伝道が務めというよりは，すばらしい

機会であることに気づいている。すな

わち，主の最 も大いなる業一人の魂を

救 う業を助けているのである。

人が主を見いだすのを助ける方法は

た くさんある。ジョーンズ兄弟の家族

は，主を助けるために，まずモルモン

経を １冊用意し，家族の写真 と証を，

表紙を開いた所に添付 した。そして宣

教師を家に招待 して，ふだん親 しくし

ているブラウン氏の家族に会 って もら

った。翌日宣教師たちは，上記のモル

モン経をジョーンズ兄弟の家族か らの

贈 り物 として，ブラウン氏の家族に渡

した。ブラウン氏は じめ家族の人々は

この贈り物 にとても感謝 し， このすば

らしい聖典を読み，よく考え，また祈

りましょうと言 った。そして実際その

通りにした。長老たちは彼 らを教え，

ジョーンズ兄弟の家族 も絶えず友情の

手を差 し伸べた。今 日，ブラウン氏の

家族は，ひとり残 らず教会員である。

最近ある小さな支部で，会員たちが

その地域に福音を広めるため，あなた

がたと一緒に働きたいと宣教師に申し

出た。 １週間に少なくとも５つの家庭

集会が開けるよう，友人や隣人を紹介

しようというのだった。ところが会員

は，思 ったよりも多 くの人がメッセー

ジを待っていることを知った。過去 ３

ヵ月間，長老たちは， １日に ４つから

５つの集会を開いてきたのである。集

会が次か ら次へと非常に多いので，あ

る宣教師は，毎週提出する報告書の裏

にこう書いている。 「伝道部長，教え

るのにあまりに忙 しいため，戸別訪問

をする時間がありませんでした。で も

御心配 に及びません。来週頑張 ります

から。」

この宣教師たちは，その週，会員が
も

紹介 した友人 にイエス ・キ リス トの福

音を教え るのに，６５時 間 も使 った のだ

った。 この小 毒な支部 は集会の出席人

数 とホ ーム ・テ ィーチングの面で，信

じがたいほどの成長 を遂 げた。 しば ら

く教会 の集会 に出席 して いなか った人

々が，何人か今 は活発 にな ってい る。

会員 が伝道 に協力す ることによって，

この支部 の問題が幾つか解決を見たの

である。

あ る歯科医 は，機会 あるごとに福音

を伝 えている。診察室で患者を診 察台

に 「くくりつけ」 なが ら， 自動車でガ

ソ リンスタ ン ドに立 ち寄 った ときに，

事務所 で，果 ては畑 の手入れ のことで

意見 を求 めに隣 りの家 に行 った ときに

とい った具合で，実 にどこでで も伝え

るのである。彼 は言 った。 「モル モン

経 を読 んで いる うちに， モーサ ヤの息

子 たちが レーマ ン人 の間 に福音を説 き

に行 って覚 えた愛 と平安がわか るよう

にな りま した。」 そ して彼 はきっと，

モーサ ヤの息子 たちと同 じ熱意を持つ

よ うになったにちが いない。

過去 １年 の間 に， この歯科 医の努力

によって，宣教師 は数百人の人々を紹

介 され， ４つ の家族を教会に迎え るこ

とがで きた。 このすば ら しい会員 と，

ホーム ・テ ィーチャーの同僚 は，絶 え

ず宣教師の前 に道を切 り開 き，集会 を

用意 してい るのであ る。 この人 は昔か

らそこに住んでい るので， 自分が働 き

か けた方が，人 々の反応 がよいと考 え

て いる。 この場 合 も，会員 と宣教師が

一体 とな ることによ って， キ リス トの

福 音の光 と平安 が，真理 を求 める人 々

の生活に浸透 してい った例で ある。

もうひ とりの会員 の例 をあげてみ よ

う。 この人 は， はるか遠 く離れたバ ー

ジニ ア州 リッチモ ン ドの友人 に，手紙

で福音 を伝 えたのだ った。手紙が届い

た直後 に，す ば らしい出来事が起 こっ

た。 あ る日， リッチモン ドでふた りの

宣教師 が戸別訪問を して いた。ひ とり

は病気で あった。そ のため もうひ とり

も， 同僚が調子 よ くないのを意識 して

町 を歩 きなが ら複雑な思いであ った。

しか し，ふた りとも忍耐 して励みたい

と望 んで いた。

２時間歩 いて何の成果 も得 られなか

ったが，ふた りはとある １軒 の家 の ド

アをノ ックし，末 日聖徒 イエス ・キ リ

ス ト教会 の宣教師です， と自己紹介 し

た。 「まあ，い らっしゃい。 アン ・ス

ミスが送 って くれた のだわ。」 女 の人

が言 った。長老た ちは顔 を見合せ，首

をか しげると，’私た ちはただ この近所

を １軒ずつ訪問 して いたのです。だれ

も私 たちをお宅へ派遣 したわけではあ

りませ ん， と言 った。 この婦 人はふた．

りを家 の中へ招 き入れた。夫 も子供 た

ち も共 にふた りを迎えた。

この女 の人 はそこで， 次のよ うな話

を してふた りを驚かせた。「ほんの １，

２時間前 に，私 は一番の親友 か ら手紙

を受 け取 って，読 み終わ った ところな

のです。 １年前 に彼女 と御主人 は，末

日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 に改宗 し，

最近神殿で結婚 しま した。 しか し教会

に入 る前に聞いた ところでは，彼 らの

結婚 は破碇を きた し，彼女 は私 に悲 し

みを訴 えたほ どで した。 ところが今 日

１０ペ ージにわた る手紙が届 いて， あな

たがた の教 会の ことを １か ら１０まで伝

え，教会 によって彼 らの人生 がいか に

すば らしい変化 を とげたかが書かれて

いたのです 。」

この女性 は宣教師 たちに，手紙 を見

せ た。 そ こには，扶助協会，初等協会

日曜学校，Ｍ ＩＡの こと， さ らにはほ

かの数 多 くの ことが紙面せま しと記 さ

れ ていた。 そ して手紙の末尾 に，短 く

こう書 かれ ていた。 「ふた りの宣教 師

をあなたの家 にお送 りし， この教 会に

つ いて もっと詳 しく説明 して もらいた

いと思 って います 。」

この女性 は，長老たちの メ ッセ ージ

を聞 いた後で，涙 を流 しなが ら言 った 。

「主が あなたがたを私たちの所へ送 っ

て下 さった に違 いあ りません。」

１９
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たちも同 じ祝福にあずかれるように助

けているのである。伝道す る人たちは

伝道が務めというよりは，すばらしい

機会であることに気づいている。すな

わち，主の最 も大いなる業一人の魂を

救う業を助けているのである。

人が主を見いだすのを助ける方法は

たくさんある。ジョーンズ兄弟の家族

は，主を助けるために，まずモルモン

経を１冊用意し，家族の写真 と証を，

表紙を開いた所に添付した。そして宣

教師を家に招待して，ふだん親 しくし

ているブラウン氏の家族に会 ってもら

った。翌日宣教師たちは，上記のモル

モン経をジョーンズ兄弟の家族からの

贈 り物として，ブラウン氏の家族に渡

した。ブラウン氏 はじめ家族の人々は

この贈り物にとても感謝 し， このすば

らしい聖典を読み，よく考え，また祈

りましょうと言 った。そして実際その

通りにした。長老たちは彼 らを教え，

ジョーンズ兄弟の家族 も絶えず友情の

手を差 し伸べた。今 日，ブラウン氏の

家族 は，ひとり残 らず教会員である。

最近ある小さな支部で，会員たちが

その地域に福音を広めるため，あなた

がたと一緒に働きたいと宣教師に申 し

出た。 １週間に少なくとも５つの家庭

集会が開けるよう，友人や隣人を紹介

しようというのだった。ところが会員

は，思 ったよりも多 くの人がメッセー

ジを待っていることを知った。過去 ３

ヵ月間，長老たちは， １日に４つから

５つの集会を開いてきたのである。集

会が次か ら次へと非常に多いので，あ

る宣教師は，毎週提出する報告書の裏

にこう書いている。 「伝道部長，教え

るのにあまりに忙 しいため，戸別訪問

をする時間がありませんでした。で も

御心配に及びません。来週頑張 ります

から。」

この宣教師たちは，その週，会員が

紹介 した友人に才エス ・キリス トの福

音を教えるのに，６５時間も使ったのだ

った。 この小 毒な支部 は集会 の出席人

数 とホ ーム ・テ ィーチングの面で，信

じがたいほ どの成長 を遂 げた。 しば ら

く教 会の集会 に出席 していなか った人

々が，何人 か今 は活発 になって いる。

会員が伝 道に協 力す ることによって，

この支部 の問題が幾つか解決を見た の

であ る。

あ る歯科 医は，機会 あるごとに福音

を伝えてい る。診 察室で患者 を診察台

に 「くくりつけ」 なが ら， 自動車で ガ

ソ リンスタ ン ドに立 ち寄 ったときに，

事務所 で，果 ては畑 の手入れ のことで

意見を求 めに隣 りの家 に行 った ときに

とい った具合 で，実 にど こでで も伝 え

るのである。彼 は言 った。 「モル モン

経を読 んでいる うちに， モーサヤの息

子たちが レーマ ン人 の間に福音 を説 き

に行 って覚 えた愛 と平安が わか るよう

にな りま した。」 そ して彼 はきっと，

モーサ ヤの息子 たちと同 じ熱意を持つ

よ うになったにちが いない。

過去 １年 の間に， この歯科医 の努力

によって，宣教師 は数百人 の人 々を紹

介 され， ４つ の家族を教会 に迎 えるこ

とが できた。 このすば ら しい会員 と，

ホーム ・テ ィーチャーの同僚 は，絶 え

ず宣教師 の前 に道を切 り開 き，集会 を

用意 して いるのであ る。 この人 は昔 か

らそこに住んでい るので， 自分が働 き

か けた方が，人々の反 応がよい と考 え

て いる。 この場合 も，会員 と宣教師 が

一体 とな ることによ って
， キ リス トの

福音 の光 と平 安が，真理 を求 める人 々

の生活に浸透 してい った例 である。

もうひ とりの会員 の例 をあげてみ よ

う。 この人は， は るか遠 く離れ たバ ー

ジニ ア州 リッチモ ン ドの友人 に，手紙

で福 音を伝 えたのだった。手紙が届 い

た直 後に，す ば らしい出来事が起 こっ

た。 あ る日， リッチモ ン ドでふた りの

宣教 師が戸別訪問 を していた。 ひとり

は病気で あった。 そのため もうひ とり

も， 同僚 が調子 よ くな いのを意識 して

町 を歩 きなが ら複雑な思いであ った。

しか し，ふた りとも忍耐 して励みたい

と望 んで いた。

２時 間歩 いて何 の成果 も得 られなか

ったが，ふ た りはとある １軒の家の ド

アを ノック し，末 日聖徒 イエス ・キ リ

ス ト教会 の宣教師です， と自己紹介 し

た。 「まあ， い らっ しゃい。 アン ・ス

ミスが送 って くれた のだわ。」 女 の人

が言 った。長老た ちは顔を見合せ，首

をか しげると，私た ちはただ この近 所

を １軒ずつ訪問 して いたのです。だれ

も私 たちを お宅へ派遣 したわけではあ

りませ ん， と言 った。 この婦人はふた

りを家 の中へ招 き入れた。夫 も子供 た

ち も共 にふ たりを迎えた。

この女 の人 はそこで，次のよ うな話

を してふた りを驚かせた。「ほん の １，

２時間前 に，私 は一番の親友 か ら手紙

を受 け取 って，読 み終わ った ところな

のです。 １年前 に彼女 と御主人は，末

日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 に改宗 し，

最近神殿で結婚 しま した。 しか し教会

に入 る前 に聞いた ところでは，彼 らの

結婚 は破碇を きた し，彼女 は私 に悲 し

みを訴 えたほ どで した。 ところが今 日

１０ペ ージにわた る手紙 が届 いて， あな

たがた の教会の ことを １か ら１０まで伝

え，教会 によって彼 らの人生 がいかに

すば らしい変 化を とげたか が書 かれ て

いたのです。」

この女 性は宣教 師たちに，手紙 を見

せた。そ こには，扶助協会，初等協会

日曜 学校，Ｍ ＩＡの こと， さ らにはほ

かの数 多 くの ことが紙面せ ま しと記 さ

れていた。 そ して手紙 の末尾 に，短 く

こう書 かれていた。 「ふた りの宣教 師

をあなたの家 にお送 りし， この教会 に

ついて もっと詳 しく説明 して もらいた

い と思 っています 。」

この女性 は，長老た ちの メ ッセ ージ

を聞 いた後で，涙 を流 しなが ら言 った 。

「主が あなたがたを私たちの所 へ送 っ

て下 さったに違 いありません。」

１９
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会 員 と宣教 師が，信仰 を もって一緒

に働 くな ら，彼 らはひとつ とな り，主

の手にあ って人 々の間 に主 の業を起 こ

す ことがで きるだろ う。主 は上記の信

仰の篤 い女性 とふ た りの勤勉な宣教師

の， 双方の努力をひとつに結 びつ け ら

れたのであ る。そ して， もし受 け入れ

るな ら，測 り知 れない喜 び と平安をも

た らし， しか も天 父のみ もとに連れ帰

る教 えを， １軒 の家族 に伝 え られた の

であ った。

今 日，私た ちは苦悩 と混乱 に満 ちた

世 に生 きてい る。多 くの人 が動揺 し，

落胆 し，あ るいは混乱 し， もっとよい

もの はないか と捜 し求 めている。主 は

イエス ・キ リス トの福 音の中に， その

「もっとよい もの」を提供 してお られ

るので ある。主は予言 者に現 われ， モ

ルモン経 をあ らわ し， また神権 の権能

と権威を もって教会を回復 された。主

は このよ うな形に よって，今 の時代 の

私 たちに対 して愛 と配 慮を示 されたの

である。私た ちには，，真理 と神権 の権

能，権威が与 え られてい る。従 って こ

の祝福 を人 々に分か ち与え ることは，

私 たち個人 および家族 の責任であ り，

同時 に喜 びで ある。

ジ ョセブ ・フ ィールデ ィング ・ス ミ

ス大 管長 は，英 国における地区総大会

で次のよ うに言 われた。

「救 いの計画 はひとつで ある
。人が

日の栄 の王 国に住 むための道 は，ひ と

つ しかない。 それ は， この世を捨て，

主イエス ・キ リス トを信 じ，バ プテス

マの門を く ぐって神 の王 国に入 り， さ

らに聖霊の賜物 を受 けて，主 の戒 めを

守 ることであ る。

われわれは，あ らゆ る教 派，党派，

宗派 に属す る天父の他 の子供 を尊重す

る。彼 らも，啓示 によ りもた らされ た

光 と知識 に浴 し，共に回復 された福音

の偉大 な祝福を享受す るよ うになる こ

とを，心か ら望んでい る。

しか し，われわれ は救いの計画 を知

．２０
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「この女性は，涙を流しながら言 った，

『主があなたがたを私たちの所へ送 って

下さったに違いありません。』」

湾４
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ってお り，福 音を実践 している。 そ し

て この福 音は世界の唯 一の希望で あ り

あらゆ る国々の悪 を正 し，地 に平和 を

もた らす，唯一の道であ る。」 （「聖徒

の道」１９７２年 ２月 Ｐ．５０，「英 国の聖徒

たちへ」）

私 たちは，天父 のすべての子 らに，

キ リス トの 「無尽蔵の富」を分 かち合

う責任を負 ってい る。私た ちは幸 いに

も，福音 の祝福を人々 にもた らす とい

う， エフライムの約束を受けてい る。

まだ王 国を受 け入れて いない人 々に，

「福音を説 く」 よう戒 められた私 たち

は，是非 この戒 めを守 って，ひ とつに

な り主 の偉大 な伝道事業に逼進 しよ う

ではないか。

私 たちは皆，友 だちや会社の同僚 に

モルモ ン経 を与 えることがで きるだ ろ

う。 あ るいは， だれか を家 に招いて天

父なる神 を紹介 した り， また手紙を書

いた り，啓示 され た真理 の証を し，主

の計画 を受 け入れ るように勧 めた りす

ることがで きる。 あなたが たが，主 の

ために伝 道 したいとい う望 みを強 く持

ち続 け るな ら，主 は確 かに道 を開かれ

るだろ う。

私た ちは全世界の人 々に対 して， ど

うぞ来て私たち と共 にパ ウロが述べ た

ｏ

帝

ｚ

祝福 を受けて下 さい， と招待す るもの

であ る。パ ウロは こう書 いている。主

は， 「その栄光 の富 に したが い，御霊

によ り， 力を もってあなたがた の内 な

る人を強 くして下 さる。

また，信仰 によって， キ リス トが あ

なたがたの心 の うちに住 み， あなたが

たが愛に根 ざし愛 を基 と して生活す る

ことによ り，

すべての聖徒 と共 に， その広 さ，長

さ，高 さ，深 さを理解 する こ と が で

き，また人知をはるかに越 えたキ リス

トの愛を知 って， 神に満 ちている もの

のすべてを もって， あなたがたが満 た

され るように， と祈 る。

どうか，わた したちの うちに働 く力

によって，わた したちが求 めまた思 う

ところのい っさいを， は るかに越 えて

か なえて下 さることがで きるか たに，

教会 により，また， キ リス ト・！イエ

ス によって，栄光が世々限 りな くある

よ うに……」 （エペ ソ ３ ：１６－２１）

イエスが キ リス トであ り， この教会

が キ リス トの教会であ ることを， また

ハ ロル ド・Ｂ ・リー大管長 が今 日の油

注 がれ た予言者，聖見者であ ることを

イエス ・キ リス トの御名 によ り心か ら

証す る， アーメン。
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十二使徒か らみなさんへ

撫 〆

ボ イ ド ・Ｋ ・パ ッヵ 一 長 老

わた しは， みなさん にいつ もおぼ えていてほ しい とて もた

いせ つなことを， お話 した いと思い ます。

みなさんは生 まれ る前に どこにいたか，知 っていますか。
れい

おとうさんとおか あさんの ところに来 る前 に， みなさんは霊

の世界 にいました。

た とえば， わた しの手 がみなさんの霊だ と しま しょう。霊

は生 きていて， それだけで動 くことがで きます。

手ぶ くろは， みなさんの体 のよ うな ものです。そ して， そ

れだけでは動 けませ ん。 ところがその体 の中に霊 が入 ると，

動 いた り，話 した り， その ほか いろいろな ことができます。

みなさんはいま霊が入 った体を もって， この世 で生 きてい る

のです。

み なさんが生 きてい る間，体 の中 の霊 は動 いた り，働いた

り，息を した りさせます。 ところが わた した ちは，いつまで

もこの 世にい るとい うので はあ りません。年を とった り，病

気 を した り，事故 にあ った りして， いつか霊 と体がはなれる

ときがきます。 このとき人 は死 にます。 「死ぬ」 とい うのは

はなれる こと，体 と霊がはなれ るとい うことです。

手ぶ くろは手か らはなれ ると落ちて しまいます。 みなさん

の体 も，霊 とはなれ るともう動かな くな って しまい，死んで

しまうのです。で も，見た り，考 えた り，笑 った り，動いた

り，何かを知 るためには霊 が必要 です。 そして霊 はいつ まで

も死ぬ ことがあ りませ ん。

天のお とうさまは，わ た したちのお とうさまで， わた した

ちを愛 してい らっ しゃいます。ですか ら， わた したちが この

世 に来 られるように して くだ さいま した。 そ してまた，天の

おと うさまのところにもどれ るよ うに も， して くださいま し

た。わ た した ちは， 天のお とうさまの ところを はなれて この

地上 に住んでい るので，天 のおと うさまに会 うことはで きま

せん。けれ ども天 のおと うさまは，いつ もわた した ちの こと

を思 っていて くだ さいます。 その ことを忘れな いように しま

しょう。

天のお とうさまは， わた したちにたす けが必要なのを こぞ

ん じで した。そこで わた したちを たす けるために， あ るお方

を この世 に送 る ことを計画 され ました。その人 のおかげで わ

た したちはいつか また，天 のお とうさまの ところに もどるこ

とがで きます。

そのお方 は神 さまのひ とり子， イエス ・キ リス トです。 イ

エス さまは，わた したち と同 じ霊 の子 どもです。で もイエス

さまは， この世でただひ とり，神 さまによって 肉体を与え ら

れた子 どもです。そ して， わた したちが生 き返 ることがで き

るよ うに して くださいま した。 それでわた した ちの霊 と体 は

またひ とつにな り，復活す ることがで きるのです。復活 とい

うのは， はなれた霊 と体が， もう一度い っしょにな ることで

す。 これ は・ｆエス さまか らのお くり’ものです。 イエスさまが

わた したちの救 い主， あがない主 とよばれ るのは このためで

す。 はなれ るとい うことについて もうひ とつ知 って おか なけ

れ ばな らない ことがあ ります。それは第二 の死 とい うことで

す。 これは，天 のお とうさまに二度 とお会 いで きな くな ると

い うことです。

わた したちは， いつ もきれ いな心を もつ ように しなければ

な りませ ん。 そ うすれば天のお とうさまか らはなれ ることが

あ りませ ん。 そ して死んでか ら，天のお とうさまの ところへ

か える ことがで きます。

・イエス さまは， わた したちが福音 を守 って生活す ると
， い

つ もきれいな心を もつ ことができる と教 えて くだ さ い ま し

た。また，た とえまちが った ことを したときで も，また清 く
くいあらた

な ることができます。 これが悔改 めです。

まちがった ことを した り， イエス さまが教えて くだ さった

とお りにで きないときが あるか もしれません。またため しに

あった り，が っか り した り，はずか しいお もいや悲 しいお も

いを した りす ることもあるで しょう。そ うい うときにはイエ

ス さまを思い出 して くだ さい。 そ してイエスさまのお名前 に

よって，天のお とうさまにお祈 りす るよ うに しま しょう。

みな さんは，天 のお とうさまの子 ど もです。 この世 に来 る

前 は天 のお とうさまといっ しょに住んで いま した。 この こと

を忘 れないで くだ さい。肉体を いただいて この世 に来 て， そ

して今 はためされてい ます。天 のお とうさまはわた したちを

愛 して い らっ しゃいます。そ して主 であ る救 い主 もい らっ し

ゃいます。ですか ら， わた したちはいつか またこのおふた り

の ところにもどって， い っしょに住 む ことがで きます。

子 どもたちを愛 し， たいせつ にす る教会や救い主をお与え

くだ さった神 さまにか ん しゃ します。 イエス さまは救い主で

す。 そ してわた した ちを愛 してい らっしゃいます。イエスさ

まがみな さんを祝福 して くだ さるよ うにお祈 りします。

２１

．１

・講
・鰹

．鑑 ＿ 調



∠３ 卍

蜜．

さ霧
，

｝

≧

津

馨

窯

努

蕪

轟濯

噸
綴
軸

癬 藤

舞 ．

珍 ・翼

宇

契

グ

藁
ぐ

￥

， 譲
ζ Ａ☆ 鳳

ρ嵐偽
＼ η茅

卵

二

気

あ タ ず
滅 珍 二

／浮 κ

脳菰

鯵

’ 鍵

ど〆

多魚

’ も

尋

少

ぎ

ギ

ヌ

蚊 紛

イ
が 避 ／
寧 擾

チ ぎ ４

葦

キ

訪

蕊

７

アリ

、〆

畷響
商 》

奉
４ 、

サ

も

デ

を専
、

ζ 勿 弍

／

み 彰

》 梅透

珍

ノ

７／ ぜ

夢

多 ・

写

ξ

ノ 《 〆

該

彦

弐捧 熟≧傷蛎

蟻∴ 駕
〔 霧

鋒

耳ワ

グ

雪

鍵

５

致

瓢 ・覧

．撒
穐誠ン

ぜく メ

茎

撃

炉

” 事 透

唾
嚇

グ

罫
纏 炉
轟

イ

汐メ

３

」

６
グ

講 １
黎 黍醗

謬
彦

努

亀

》

多｝

ζ．

臓 縄 ・桝％ 玉

灘撚撚

〃

嚢

難

編

誘 蓬

縄

婁

諺

／ 拷

／曳 窺

ノタチ 男 π

易

を／・ 汐㍗

嘆
蔦 ／７

鰻 ／

あ

毎

《汐

難蜘
．

姦

ウ

オ ４ピ

冥ｚ曽

髪・ ‘

感

・ ％
κ

養

曳穐隔

射
躍
灘

グ苧

τ“

鷲
島

彦

．妻ン

攣
． 無 ．７

遮 “

／

汲

ξ

κ 移 ζ

迎

塑話姦
噺

〃磯畷

ク

欝
乳

緩読

タ

野

蜜 御

難 、 甲
６ 鐘

『

グ 〆
ノ ノ

３ 酔％ ヅ 臨 κ

齢

＼》

遣〆職 娠

〆瓢∴
亭

〆 レ

勿 ２

♂ ・ 》鵬廟

壽 赦～

μ ．黛参

釜 ・

累

笥 卍

冗 脳

ず グ

．婆 参

繁 ∵
珍 ぎ 評 ・一

劾 鐘 ガ〆 ∠

’

〆汐

努 ク／

華 ・・

１ ／

ダ

騰彦・
二誰

ドウ

痘
ズ トエ

蟹 ・》 ・

髪
㍉亀

・

戦 駕
彦 勉擁 い ピ

㍉， ／

甥 ４〆

櫓 ピ ハ

嚢 欝 ／／

驚
”難 麟

寒
琴

／

咳 鎗 舞

§ 咲

・ 塗

イ か

魯㌃響
鱗

．傷癬

藁彼 費
６ 〃

〆

〆 ♂、

歎
乳 ラ
み

〃 ズ ン鰐 吾

紅ダ 〆 ク
／・導

一麹 ・
ウ メ

π ク

ノ ／

λ

グゾ

冥 孫

捗

房

肇

鵬ぐ紳

。慧
冨

湾幅 。

／ ／ ψ

例 ら 疋汐． 、

為 傍 象／ 多、
鴫ウ

彦鵬 撫 。

／

曜 砂 ／ 鮒

・㍉
，囑施癩蠣 鍵

姦 ク・
チ

．ち

〆 》

。雑，くダ

〃 ．

タ ／φ

㍗〆 “〆

ρ勘桝晦 寧秘卿を鮒 ず

／ ”
２ ク ／
ぐ ／

グ

砂 ク

咳

．嘱 脇

鱈 ” 、 ㌦ 婬薪 ・釦
吻 〆 藍 ㌻

勤

。欝 嬢 ｉ、

／ 汐

蜜毫

ご 「 ∠

〆 ／

汝

窪 ．．。、

辮

節

ご バク

㌧蟻晦

．茅ノ
！窒

鋸

シ 艇 罵 ㌣

磁 照㌧卿震

無

簸
娩

マ



歩 け るよ うになった足 な え

昔 エルサ レムに，生 まれた ときか ら歩 けな いひとりの男が

いま した。そ こで人々は毎 日その男 を宮 に運んで行 き，門の

ところにすわ らせ てあげま した。男 は宮 に入 る人た ちか ら，

お金 やほ どこしものを もらって いたのです。

あ る日， イエス さまの しもべであ るペ テロと ヨハ ネが，祈

るために宮 に入 って行 きま した。それを見て いた尼の悪 ハそ

ゴ
の男 は，ふた りを大声で呼び とめま した。

ペ テロとヨハ ネは立 ち止 ま ってふ りか えり， その 男を見て

何 とかわいそ うなのだろうと思 いま した。そ こで ヨハ ネは，

「わた したちを見 なさい
」 と言 いま した。

男 はお金 を くれ るのだ ろうと思 って，ふた りを見上 げま し

た。

す るとペテロはこの ように言いま した。 「わた しには 訟も

銀 もありません。で もわた しにある ものをあげま しょう。 ナ

ザ レ人 イエス ・キ リス トの名によ って，歩 きなさい。」

そ して ペテロはその男の右 手を取 って起 こして あ げ ま し

た。す ると，た ちま ち４０筆鷹 も動かなか った足 と くるぶ しが

強 くな って，男は立ち上 が り，歩 き回った りおどったりして

神 さまをたたえなが ら宮 に入 って１：苛きま した。

いつ も門の ところにす わって物 ごいを していた足の悪い男

が歩いているのを見 て，人 々はお どろきま した。い ったい何

がお こったのだろ う。何 もわか らなか った人々は， その きせ

きにおどろいて， ペテロと ヨハ ネとその男のまわ りに集 まっ

て きま した。

ペテロは人 々を見て，言いま した。 「なぜ お どろ くのです

か。 なぜ， この男が歩 けるようにな ったのは， わた したちの

力 だというような目を してわた したちを見 るのですか。 この

男 は， あなたがたが はりつけに して殺 したひと り子で あるイ

エス ・キ リス トを信 じる信仰 によ って， いやされた のです。

だか ←あなたがた も自分 の罪をゆ るしていただ くた めに，悔

い改 めて，心を入れかえなさい。」

は　

そ こにむ らが っていた五千人 もの人 々の多 くが， ペテ ロを

信 じま した。

で も祭司や人 々の長は， ペテ ロが イエス ・キ リス トやその

復活について話 すのを聞 いて腹を立 て， ペテロと ヨハネをろ

うやに入れて しまいま した。

次の 日， ペテ ロと ヨハ ネと歩 り１るよ うになった男 は，以前

イ エス さまをためそ うと した祭司や律法学者の前 に引 き出 さ

れ ま した，象司 たちは， だれの力 とだれの名まえによ ってそ

の男が歩 けるようにな ったのか知 りたいと思 い， それ を話す

よ うにと言 いま した。

す るとペテロは， この ように・こたえま した。 「あなたが た

が はりつけに して設 し，描によ って主 き返 ったナザ レ人 イエ

ス ・キ．リス トの名まえによって， この男があなたがたの前 に

立 っている ことを，す べての人 々に知って もらいたい 。」

勢１司たちはど うした らよいか わか らな くな って しまいま し

た。そ こで話 しきい， ペテ ロと ヨハ ネにこう言い ました。

「二 蔓とイエスの ことを話 した り
， イエスの 名まえによ って

教 えることを してはいけない。」

ところがペテ ロとヨハネは， このようにこたえたのです。

「神 さまに従 うよ りあなた炉たの 言うことを聞 くほ うが神の

前 で正 しいか どうか， あなたがたは 央めなければな らない。

わた した ちは見た り聞いた りした ことを話 してい るだ けなの

ユゆとロさ
ん．・♪り○」

祭 ．司た ちはほか にもペ デロた らをおど しま したが， これ と

いって しば ってお く理 由がなか ったので，ふた りをゆ るしま

した。

そんな ことがあ ってか ら， ある 日イエスの教えを守 ってい

た人 たちが集 まっていた ときに，みんなは とて も聖霊 にみた

され ま した。す ると．ふ しぎな ことに， その場所が ゆれ動 き始

めたのです。

そ こで信 じた多 くの人 々は心をひ とつに し， 思いを ひとつ

麟 欝論潅ご盆 １
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タマヨはマニ ラに市 のたつ 日が好 きで した。市場 の陽気な

ざわ めきや，ぷ 一ん とただ よういいにおい， そ して明 るく輝

く太陽が，花 か ごや貝が ら細工，青 い海へ続 く海岸 に光 る，

そんな市 場の通 りが気 にい っていま した。 だけど， き ょうは

あま りうれ しくあ りません。

「お とな りのオ リッドさんが病気 だか ら
， きょうは看病 し

な くちゃ」 とおばあ さんが言 いま した。 「で も，食べ物 を買

うには花を売 らな くち ゃな らない。 そ こでねえ， タマ ヨ，花

を市場で売 るのはおまえ しかいないんだよ。」

「花なんて女の人 しか売 らないのに
。」 タマ ヨは心 の中で

そ うつぶや きなが ら市場へ歩 きま した。 「ど うか ホセに会 い

ませんよ うに／」

タ マヨは朝早 く，太陽が まだ山の上 に出な いうちに出か け

ま した。 こん もり茂 った木 々に半分 か くれて いる小 さな湖 の

そばを通 り抜 け，丘 の斜面 にたなのよ うにつき出ているせ ま

い道 を， 注意深 く歩 いて行 きま した。 そ こか らは，魚 をとる

舟の 白いほが小 さな点にな って，青 い海 に浮 かんでいるのが

見わ たせ ま した。

村 に通ず るほ こりっぽい野道 に出 ると，女 の人 が頭 の上 に

大 きな花 か ごを乗せ て歩 いていま した。みん なタマヨを見て

くす くす笑 っています。．

まった くいやな気持 で した。 タマ ヨは考 えま した。 「こん

なの はまだいいや。 ココナ ッツや， バナ ナやたきぎをつんだ

水牛 をひ いて，男の人 や少年たちが市場 に来 た ら， それ こそ

ひ どい ことにな る。みんなぼ くを見て笑 いころげ る だ ろ う

な 。と くに， あの ホセは／」

この気持をふ りはらうかの ように，頭 を左 右にふ りなが ら

タマヨは おば あさんがいつ も店 を出 していた アンデ ィノさん

の とな りに，持 って きた花 をおろ しま した。

アンデ ィノさんは，ふ しぎそ うな顔で たずね ま した。 「き

ょうはあんたが花 を売 るのか い ？」

タマ ヨは，「おばあ さんは これないので す」 と言 いなが ら，

顔 が赤 くな るのがわか りま した。

「お花 をきれ いにならべ るんだ よ
。」

「ええ
， おば あさんがや るようにで し ょう。」

タマ ヨは， ピンクと黄 色の き く，美 しい赤 いバ ラ，大 きな

白ユ リをとり出 してな らべま した。そ して，ず いぶ ん じょう

ず にで きた ろうと思 って， うしろに さが ってながめてみ ま し

たが，思 っていたほ どきれいではあ りませ ん。 て も， ど うし

た らもっと見ばえがす るよ うにな らべ られ るか わか りません

で した。いそが しくなければ アンデ ィノさんが きっと手伝 っ
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て くれ るのに と思いま した。 もうタマヨのす ることは， お客

が来て花を買 って くれ るのを待つだけで した。

太陽の光 が，や しの葉 でふいた村の家 々の屋根 を照 らす こ

ろ， タマ ヨは丸い石を しいた道 の上 を荷車 がガ ラガ ラとなる

音 を耳 に しま した。男 の人 や少年 がやって きたのです ／

タマ ヨは花 を売 る ことなどす っか りわすれて； ただみつか ら

な いようにと，すみのほ うに ひきさが りま した。

突然， アンデ ィノさんが さけびま した。 「ごらん．／ ホセ

が来 るよ。だれか とひともん ちゃ くおこそ うとし て い る の
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幽
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タマ ヨは，心 ぞ うが ひ っくり返 ったような気が しま した。

ホセは もういつ もとちが った花売 りがい るのを見 つけて， に

や りと笑 いま した。 タブヨは逃 げ出 したいのをがまん して，

や っと立 って いま した。 もし手 ぶ らでにげ帰 った ら， おば あ

さんがが っか りす るだろ うと思 ったか らです。

ホセはタマ ヨのまん前 に立 ちはだか ると，急 にき くの花を

ひ っつかみ， めちゃめちゃにちぎって地べた に 投 げ つ け，

「雑草売 りのタマ ヨ少女で ござあい
」 とばかに しま した。

タマ ヨの心 には いか りが こみあげてきま した。 おばあ さん

は，美 しくて強い花 を育 てよ うと， どんなに働 いた ことで し

ょう。 タ マヨは， こわい こともわすれて ホセ に近 より，大声

で言 いま した。 「やめ ろ／」

「どきな って
，かわいいお じょうさん。」

ホセは， タマ ヨを どん とつ きとば しま した。

タマヨは，丸い石 の上 に頭 か らひ っくり返 って しまいま し

た。タマ ヨの耳 には， ごろつ きのように市場を通 りす ぎなが

らへ らへ ら笑 って いるホセの声が聞こえま した。

「ホセはま
った く悪い やつだねえ。」 アンデ ィノさんは，

黒い 目を きらっと光 らせて，「まだ あんたは運が良か った よ。

もっとひ どいめにあ ったか もしれ なか ったんだか ら」 とつぶ

＼

ヲ

｝〆

身

ＬＬ

１やきま した。

タマ ヨは， さけた シ ャツを見なが ら言い ました。 「その と
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お りだよ， もう来 なけれ ばいいけど。」

夕方にな り， かげぽ うしが長 くのびて きたか と思 うと，太

陽はは るか向 こうの地平線 に しず んで しまいま した。 タマヨ

の心はお どりま した。花 を全部売 って しまったのです。お金

がズボンのポケ ッ トで， ジ ャラジ ャラと音 をたて ま した。

「おばあ さん
， よろ こぶ だろうな。暗 くな らない うちに，

いそいで家 に帰 らな くちゃ。」 そう思 った タマヨはは っとし

ま した。 ホセが どこかで待 ちぶせ してい るか もしれない。

タマ ヨは， ほ こりっぽい野道 を歩 き出 しま した。 日中のあ

つ さのあとのそよ風 はこころよ く， 丘の斜面 の細 い道 を とぼ

とぼと歩 いてゆ くタマ ヨのさけた シャツを， そよ風 がふきぬ

けていきま した。

湖 のそばを通 ろうと した とき， タマヨは近 くでだれ かが 呼

ぶ声 を聞 いたように思 って， ち ょっと立 ち止 ま りま した。 じ

っ として聞 き耳 をたて ま したが，何 の音 もしませ ん。 「風 の

音 か，で なきゃ鳥 の声だ ろう。」 そ う思 って しば ら くす る

と，今度 ははっきり聞 こえま した。

「たす けて ／」

ぱっとタマ ヨは走 り出 し，枝 がひ く くたれてい る木 々の間

をさが しま した。土手か ら数 メー トルの ところで，岩 に しが

みつ いて，水 の中でひ ど くもがいてい る人 がいます。

「ホセだ ／」 タマ ヨはい きをのみま した
。

タマ ヨは， いっしゅんま よいま した。 で も， 「ホセの した

ことが どうで あって も，今 は ホセをたすけな くて は い け な

い。」 そ う決心 しま した。 「がんば って， いまい くか ら。」

自分 より大 きい少年をたすけ るのは， かんたんで はありま

せん。 ホセは力 もあ るし，今 はおそろ しさで ばたばた あばれ

碧
．

』 ．「

２８

て いるのです。

タマ ヨはあ りった けの力をふ りしぼ って，少 しずつ岸へ進

んで いきま した。つ いに岸にた どり着いた とき， タマ ヨもホ

セ もす っか りつかれ， さむ さでふ るえなが らたおれて しまい

ま した。

ようや く息をついたホセは， つぶや くよ うに言 いま した。

「ほん とうにあ りが とう
， タマ ヨ。」

「ど うして泳 いでなんかいたの
， ホセ ？ も うす っか り暗

くなっちゃった よ」 とタマ ヨが聞 きま した。

ホセ は，ぬれたかみの毛 を指で かきなが ら， 「足を くじい

たんだ。ほんの ち ょっと水 の中を歩 くつ も りだ ったのに，深

い穴 に足をつ っこんで しまったん だ」 ホセ はそ う言 って， は

ずか しそ うに こうつけ加 えま した。 「ぼ くは泳げないんだ。

運が良か ったよ，君 が泳 げて 。」

「そ して
， ち ょうどいいときにぼ くが通 りかか った ことも

ね」 とタマ ヨも言 いま した。

ホセは うなだれて言 いま した。 「ぼ くは悪 い ことばか りし

て きた。だか ら， ぼ くをたす けるよりおぼれ させよ うとす る

人 はおおぜ いいる。」

「ぼ くが そん なことを した ら
，ぼ くは もっと悪 い ことをす

る ことになるって，おばあ さんがお しえて くれたんだよ。」

タマ ヨはそう答 えま した。

「ぼ くは はずか しいよ
， 君をか らか った りな ぐりたお した

り して。君はゆ うかんだ。ぼ く，君 の友 だち， いや親友 にな

りたいよ」 とホセは言 いま した。

タマヨは服 を着 なが ら，笑 って言 いま した。 「さあおいで

よ，親友 。ぼ くの家 は， ここか ら近 いん だ。 いっし ょにい こ

う。」

１
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初φてのあの厳寒の

冬， ジョージはけんめ

いに働きました。雪の

中一軒一軒をまわって

わずかばかり残ったさ

びた縫い針を売 り歩き

そのあとは重曹，石け

ん，みつろう，薬草の

かみつれ，その他の家

内工業製品を行商 し，

ようやく長年の念願だ

った立派な商人の地歩

を築いたと思 うと，あ

の召 しが来 た の で し

た。伝道に出るように

という予言者か らの召

しが。その召 しは，こ

のような栄誉を受けて

大勢の兄弟たちが働い

ているスコットランド

や太平洋諸島でもなけ

れば， レーマン人に永

遠の福音を説 くという

召 しでも，何百人と続

醗

々改宗者が生まれているカナダへの召
、

しで もあ りませ んで した。 ジ ョージの

召 しとい うのはぼろ切れ を集め ること

で した。彼 は町 の笑 い草 にな りま し

た。ほ とん どすべて の人が彼 の召 しに

ついてあれ これ言 い，信心深 い人で さ

え彼 の召 しを 「最低 の召 しだ」 と言 い

ま した。 ジ ョージ ・ゴダー ド自身が書

いています。

「（この召 しに）生来 のプライ ドは し

たたか打 ちのめされた。 ……長年世間

に商人，競売人 と して知 られて きたあ

げ くに………町 の家 々を片手 にか ご，

片手 に袋 をさげてぼ ろ切れを請 うて回

る姿 をさ らす とは。 ああ，何 とい う変

わ りよ うか。 ……ヤング大管長 か ら最

初 に申 し出が あった とき，その屈辱的

な仕事 に私 はただあ っけ にとられた。」

そのような面 目を失わせ る召 しであ

って も， それ は召 しであ るので，大管

長 に対す る彼の応えは，彼 の人生 と改

宗 を如実 に物語 るもので した。

それ より３０年前， ジ ョージは英 国の

レス ター市 に住 む著 名な商人 で した。

しか しジ ョージとエ リザベス と８人 の

子供 か ら成 るゴダ ー ド家 の生活 は，教

会 に加入 してか ら全 く変 わ りま した。

ジ ョージは新 しい信仰 に情熱 を

髪
〃

７．、ｉｉ多

多 ｉ彦
・／ ！

ｚ

０

難 灘 ｉ鞍



燃や して，毎週 水曜 日の夜 は市場 に店

台を置 くと，他 の商人 のよ うに商売 を

始 めず に福音を宣 べ伝 えたので した。

そのためな じみの客は離 れて行 き，改

宗後 ８ヵ月で破産 して しまい，店 は債

権 者 の手 に渡 りま した。

生活 の望みが失せたかのよ うに見 え

ま した。 ところが， ジ ョージの兄弟の

ひ と りが 「モル モン教」の説教 が一族

に及ぼ した不名誉 にろ うばい して，彼

に言わせれば 「ばか者 と凝 り固ま った

．奴が水 い らずの平和 にふけ る土地
， モ

ルモンが キンポウゲの ように栄 え る土

地」 アメ リカにジ ョージの家族 を送 ろ

うと申 し出て，ま もな く生 活は落着 き

ま した。

こ うして１８５１年１０月， ジ ョージと妻

と ８人 の子供 は，エセ ックス号 で アメ

リカに船出 しま した。 しか しす べてが

順 調で はありませんで した。 シオンへ

の困難な旅には犠牲者 が出ま した。特

に子供 た ちの中に。ジ ョージの家族 も

例 外ではあ りませ んで した。 ひ とりは

航海 中に死に， ひ とりはメ ン フ ィ ス

で， ひ とりは真冬 にセン トル イスで，

ふ た りは平原 で コレラにか か っ て 死

に， １２ヵ月の短 い旅 の間に これ らの死

者 を出 して， ともか くもシオンに到着

しま した。

い くら真 の福音が あるといって も，

．ジ ョージは働 かなければな りませんで

した。時 は ９月で，冬 はどん どん近づ

いています。商売 は英 国の異邦人相手

で は良 い もうけになって も，聖徒た ち

を相手 にはで きな いと， ジ ョージは思

い ま した。 それで彼 はほかの仕事を捜

しま した。 あちこちと職 を求めて歩 き

まわ り，公共事業の石運び まで してみ

ま したが，何を して も生 活を うるおす
亀

までは行きませんでした。しかしそう

こ うして いるうちに， ソル トレークの

店 々に縫 い針 が不足 してい ることを知

りま した。幸いな ことに， たまたま彼

が英 国か ら持 って きた小間物 の大半 は

その縫 い針で した。彼 は市 場を見てま

わ り，セ ン トルイスで手 に入 れた古 い

タバ コ入れを出 して品物 を並べ，再 び

商 いを始 めました。縫 い針 が売 り切 れ

ると，ジ ョージは，聖徒 たちが家 内工業

で作 った 自家製のイ ンクや石 けんやマ

ッチを売 り始めま した。勤勉 な彼 は年

がたつ うちに段々 と世 間で名 を知 られ

るようにな り， １８６１年 には多 くの人 か

らソル トレーク盆地 で ５本 の指 に入 る

商人 と認 め られ るよ うにな りま した。

予言者 か ら， その商売 はやめてぼ ろ

切れを集 め るよ うに頼 まれ たのは，彼

の商売が再 び頂点 に達 した１８６１年 のこ

とで した。その申 し出を受 けた当初，

彼は屈辱 を覚 えま した。 しか しそれ は

初 めだけの こと。彼 はあとで こ う書 い

ています。

「しか し少 し考 えて みると
， 自分が

祖 国イギ リスをあ とに この 山狭 の盆地

へや って来 たのは， 自分 の時間や財産

をまかせ て，天父 のみ 旨を行な うため

だ とい うことを思 い出 した。」

ジ ョージ ・ゴダー ドはそ の召 しを受

けま した。

商人気質 のジ ョージは，ぼ ろ切れ収

集 の最 も効果的な方法を考 案 し ま し

た。町 の端か ら始 めて東か ら西 へ １軒

残 らず あた り，平均 して ５軒に １軒 の

割合でぼ ろを集め ることが で き ま し

た。彼 は ３年間それを続けて， ソル ト

レークの各戸を ３回 まわ り，スプ リン

グ ヒル， プロボ，アメ リカンフ ォーク，

リーハ イ， ウ ィロウク リーク， ビッグ

コ ッ トンウ ッド，オ グデ ン， ケイス ウ

ナー ド， ファー ミン トン， センター ピ

ル，セ ッションズセツルメン ト，勢ン

ペテ，さらにアイダホの多くの跡々の

家を訪れました。彼を一度知 ると，ぼ

ろ収集人としての彼のイメージは向上

しました。監督に，ワー ド部の壇上か

ら，困難期にあるユタの紙工業にぼろ

切れがどれほど必要かという 「ぼろ切

れ説教」までさせるほどで した。ジョ

ージはぼろ切れと交換に品物をあげる

ことを考えつき，召しが終わるまでに

は交換品目が相当多くなって，めのう

のボタンから桃のエキスまであらゆる

物にわたりました。

ジョージはそのような品物と交換に

ぼろを集めながら，主婦たちか ら実に

いろいろなぐちも一緒に集めたもので

した。

また，彼のつとめにはほかにもおも

しろいことがありました。母親が子供

を 「黙 らなければぼろ屋さんにあげて

しまうか ら」と言って叱るのを聞いて

笑 ったもので した。それはひどい言い

方のように思えるが，必ずききめがあ

ったと彼は書いています。

やがて３年間の召しは終わりました。

彼はその召 しを立派に果たしま した。

召しを受けたとき，ジョージはぼろ切

れ収集の召 しは世間での自分の地位を

下げるものだと考 えていました。でも

それは間違いで した。その召 しによっ

て彼はモルモン社会の全員と知己にな

り，召 しを終えたときには以前にも増

して商人，指導者として尊敬されまし

た。

現在，予言者の塾の書記， ソル トレ

ーク日曜学校管理会長としての彼につ

いてはほとんど記録はありません。歴

史にはただ， ジョージ・ゴダー ドはば

ち切れ集めの召しを予言者から受暁㈱鵬二遮」
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して，以前に知合 りい， ４年ほど交際

をしたことのある小柄な黒っぽい髪を

した美しい女性 と結婚 した。私は初 め

て彼女に会 ったときのことをよく覚え

ている。彼女は通 りを向こうからやっ

て来た。私が１８歳，彼女が１４歳で，私

はす ぐにこの人 こそ自分にふさわしい

人だと感 じた。その日私は彼女 に話 し

かけ，知合いになった。その後私は，

海軍に入るのであと４年あるが，帰っ

て来たら結婚 したいと告げた。

そうして４年が経ち，私 は約東通り

に家へ帰って愛する恋人に求婚し， ５

ヵ月後に結婚 した。結婚すると，私た

ちは一緒に聖書を読み，話し合った。

子供がふたり生まれてか ら，私は朝鮮

戦争の海軍飛行士に召還された。カリ

フォルニア州のサンジエゴ駐屯の艦隊

に配属され，その後１３週間の特別訓練

を受けるために，小さな家族をサンジ

エゴに残 したままハワ・イへ送られた。

私が出かけ，妻が家財を借家に運び

込んだのと前後 して，モルモンの宣教

師が通 りがかり， ドアをノックした。

彼 らはチラシを配っていて，話 し合う

多 くの質問は私たちがふたりで考えあ

ぐねていた質問だったので，妻は非常

な関心を覚えた。

妻は私への手紙に，ふたりの青年が

家を訪れ，宗教について多くの質問を

した，彼らは全部の答えを持 っている

ようだと書いてきた。それを読んだ私

はいささか憤慨した。教会のことだと

はいえ，私のいない留守にふたりの青

年が妻を訪問しているとは！ 私は気

にくわなかった。特に， 自分が一生を

かけて考えてきた質問に答えていると

いうことが。

３４

私が ハワイか ら帰 ったその夜 ，妻 の

コニーは私 にジ ョセ フ ・ス ミスの話 を

した。妻が ジ ョセ フ ・ス ミスは示現 や

啓示を受 けた と話 した とき，あま りに

ばかげてい ると思えたので私 は彼女 の

顔 をのぞ き込んでケ ラケ ラ笑 った。す

ると妻 は泣 き出 した。私 はその ことか

ら， ジ ョセ フ ・ス ミスの話 が妻 に とっ

て どん なに大事なのかを悟 り，心 を和

らげて言 った。 「じゃ， ともか く彼 ら

が君のため に置いてい った物 を少 しだ

けで も読んでみ るよ。」

モル モン経を読み出すや，私 はそれ

まで求 めていた ものがついに見つかっ

た ことを知 った。

私は ニーファイ第一書 を読 みなが ら

心 にこう思 ったのを覚 えてい る。 「愛

す る神様 ， これが真 実であ ります よう

に。 どうか， これが捜 し求 めていた真

理であ りますよ うに。……なぜ な らそ

れが真実であれば，私 が生涯 をかけて

尋ね求めていたすべての質 問が答 え ら

れ るか らです。」 私 はニーフ ァイ第二

書を読み終え るまでに， それが真実 で

あ ることを知 った。

何年 も前か ら，私 は主 にひ とつの祈

りを捧げていた。 「愛 する神様， どう

ぞ私 に真理 を示 して下 さい。 どうぞ私

を真 理に導いて下 さい」 と。私 はいろ

い ろな場所 で真理 を捜 してきた。 そ し

てあの とき， ふた りの青年 がその真理

を私 の庄んでいる家 に伝 えに来て くれ

たのであった。彼 らは非常 に若 いにも

かかわ らず，大 きな力 を持 って いた。

それは真理 と神で あった。私 は彼 らの

教えに逆 らうことがで きず， また逆 ら

お うと も思 わなか った。

私 が教会 に出席 した のは，朝鮮へ発

、

つ前 のわずか数週間 であった。１９５１年

の大晦 日に航海 についた とき，私 はモ

ル モン経，教義 と聖約，高価 なる真珠

の合本 とジェー ムズ ・Ｅ ・タルメージ

の「信仰箇条 の研究」を持 って行 った。

私 は洋上 の １ヵ月間， 「信仰箇条 の研

究 」を読 んだ。 そ して ２月 のある晩，

船内の拡声器 か ら，末 日聖徒 の礼拝が

７時半か ら乗組員図書館で行 なわれ る

とい う発表 が流 れた。 その時刻 に図書

館 へ行 くと， サンジエゴでわが家を ノ

ックしたふた りの若 い宣教師 と非常 に

よ く似 た様子 の青年が ４人 いた。私 は

彼 らに， まだ教会員で はないが勉強 し

たい と話 した。彼 らはとて も心 よ く私

を歓迎 して くれ た。

１９５２年 ２月下旬 に 日本 に着 いた とき

彼 らは私 のバプテス マの準備が整 った

と判断 した。 それで私 は一緒 に日本伝

道本部 に行 き， そこで面接を受け，推

薦状 を受 け取 った。１９５２年 ２月２５日，

私 は摂氏零度 の寒 さの中， ミズ ー リ州

のわが家か ら７千 マイル も離れた 日本

伝道本部裏手 の庭でバ プテス マを受け

た。 そのあ と，末 日聖徒 イエス ・キ リ

ス ト教会 の会員 に確認 された。妻 はそ

の ４日後 に カリフォル ニア州サ ンジエ

ゴでバプテスマを受 けた。 こうして私

たちの探求 は終 りを告げた。

依然 として，主は次の言葉を成就 し

て くだ さる。 「求め よ，そ うすれば，

与 え られ るであ ろう。捜せ， そ うすれ

ば，見 いだすであろ う。門をたたけ，

そ うすれば，あけて もらえるで あろう。

すべて求め る者は得，捜 す者 は見い出

し，門をたた く者 はあけて もらえるか

らであ る。」（マタイ ７ ：７， ８）



同 胞 に 証 を 述 べ る 義 務

ユ ダ ヤ の 平 原 で

十二使徒評議員会会員

ブ ル ー ス ・Ｒ ・マ ッ コ ン キ ー

ペテ ロは言 った， 「語 る者 は，神の

御言 を語 る者 にふ さわ しく語 る」べ き

で ある（１ペテロ ４ ：１１）。これは聖霊

の力によ って導 かれ なければな らない

とい う意味 であ り，私が今一番望んで

い るのは，正 に この ことであ る。

私 は 自分 が話す ことについて，主に

相談 した。話す に適切で あると思 った

ことを主 に提案 した のであ る。 もちろ

ん，主 の同意が得 られ るもの と仮定 し

てで ある。 そ してそ の同意を得 ること

がで きた。従 って， も し今私 が語 る賜

物 を与 え られ， あなたがたが， 聞 きと

る耳 を持たれ るな ら， ここに霊 とま こ

ととを もって主を礼拝 しようとしてい

る私 たちは，一同そ ろって啓発 される

こ とで あろう。

「ユダヤの平原で」 と題す る私 の詩

を引用 して，話を始 めようと思 う。

われユダヤの平原に立ちぬ。

わが耳にささや く天界のざわめきと調

べｏ

また，

罪の汚れを知らぬ天使がダビデの末の

誕生を告げ し声。

羊を守る羊飼いの上に，

輝ける栄光の光 くだれり。

天の円蓋より聖歌隊の，神の御子が肉

の体を得るのを見守 るうちに。

明 るき声は歌 う，

「高 き神
，栄 えあれ

地には平和 を，人 に親 しみ

今ぞ御子 は生 まれける。」

心 に響 くは固き証，

「清 き至高者
， 神の子 イエス，

地上 にきたれ り， わが魂救 わん と

罪 と死 と墓 よ りわが身 を救 わん と。」

さて，救 いはキ リス トの うちにあ る。

キ リス トは私 たちの救 い主で あり，照

い主であ る。また， アダムの堕落 によ

って世 にもた らされ た肉体 の死 と霊の

死を瞭 うために この世 に来 られた。そ

して，救 いの計画 を私 たちに与 え られ

た。これこそイエス ・キリス トの福音

と呼ばれるものである。 この救いの計

画とはこうである。すべての人がキリ

ス トを信 じる信仰を持ち，各 自罪を悔

い改める。次に，バプテスマの水に入

って，戒めを守 り，心を尽 くし，勢力

を尽 くし，思いを尽 くし，体力を尽 く

して神に仕えるという誓約を交わす。

そして聖霊の賜物と臨在を受け，以後

毎 日正 しい，献身の日々を過ごすこと

である。そうすれば，この世で平和を

得，来たるべき世では永遠の栄光を授

けられると約束されている。

さて，私たちは主を代表する者であ

る。主は私たちに，永遠の福音を完全

な形で与えられた。天は，私たちの時

代に開かれた。神の御声が再び聞こえ

たのである。そ して御使いが主のもと

からつかわされ，諸 々の鍵 と権能，権

威，神権が再び人に与えられた。再び

すべての律法と特権を与えられた私た

ちは，人を救い，昇栄させるのに必要

なあらゆる力を所有 している。すなわ

ちこの王国に，この教会に神の王国の

鍵，全地の人類を救う鍵を持 っている

のである。

主が私たちに委任 された こ とが あ

る。それは，同様の権能を持 っていた

古代の人々に委任されたと同 じことで
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あ る。す なわち，主 の言葉 を全世界 に

伝え全地 にい る主 の子 らに救 いをもた

らす とい うことである。 そ こで私た ち

は， この何 ものに も比べ る ことので き

ない，非常 に重要 な任務 を， どのよう

に果 た していけばよいか を知 らなけれ

ばな らない。救 いの真理を 同胞の間で

宣言 し， 回復の メ ッセージを世界に携

えてい くには， ど うすれば よいだろ う

か。

このことについては，永遠 の原則 が

ある。私 たちが今 日す ることは，原則

において，過去の あらゆ る時代 に，予

言者 や義人た ちが した ことと同 じであ

る。 同 じで あるばか りでな く，厳密 に

昔 の人 々の行動その ものなのである。

この神権時代の初期 に，主 は言 われ

た。 「…当教会の長老 ，祭 司および教

爵
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私たちは

全地の人類を救う鍵を

持っているのである。

・庵 」礁 １・

麟 臨 き．

師たちは，聖書 と完全な る福音を載せ

た るモルモン経 とに誌 された るわが福

音の原則 を教 うべ し」 （教義を聖約４２

：１２） と。また，「民に証 し民 を警 め」

（教義 と聖約８８：８１） るた めにあなた

がたを遣 わ した， とも言われた。

このふたつの務 め，すなわ ち，福 音

の教義 を教 えることと，私た ちが宣言

している事柄 は真実で あるとい う個人

的な証 を述べ ることを例証 して余 りあ

るのが， モーサヤの息子た ちの伝道 の

話 である。記録 によると， 「この兄 弟

たちはまことに正 しい理解 を もってい

る者 たちで，神の道を知 るために熱心

に聖文を研究 したか ら，すでに真理 に

ついて深 い知識を持つ ようにな ってい

た。 そればか りでな く，かれ らは非常

に熱心 に祈 りと断食 とを したか ら 「予

言のみた ま」 と 「啓示のみたま」 とを

受 け，その教えを宣 べ るときには神 に

授か った権能 と威勢 とによ っ て 教 え

た 。」 （アル マ１７：２， ３）

上 記の務めを果 たす には，ふ たつ の

前提があ る。まず私 たちは，教会の教

義を知 るよ うに求 め られて いる。 これ

は義務である。永遠 の生命 の言葉を貯

えなければな らない。可能 な限 り，知

的に思考 しなけれ ばな らない。私 た ち

は与 え られた才能 と能力の限 りを尽 く

して，救 いのメ ッセージを宣言 しなけ

ればな らない。私た ちの メ ッセージを

自分 にとって も，天 父の他 の子 らに と

って も理解 し得 るものにす ることが求

め られて いる。 しか し， それを した後

で， そしてまたその過程 において も，

私た ちには証 をす る義務が ある。言 い

かえれば，聖霊 が与 える啓示 によって

私た ちが説 く御業 と教義が真実であ り

神の ものであ ることを，世の人 々に も

教会の兄 弟姉妹 に も知 らせ ることであ



・る。

ここで証が どのよ うに述べ られ たか

昔 の例 を引用 したい。私た ちが今 日の

侍 代 に対 して負 って いるの と同 じよう

・に， ペテ τ］とその同僚は，当時，救 い

の メ ッセージを全地に宣べ伝え る義務

を 負 っていた。恐 らくペ テロは， イザ

ヤや他の予言者が，キ リス トとその福

音 について記 した啓示 を読 んでいて，

人々に教えた ものと思 われ る。 ペテロ

は， 人々 とその ことについて論 じた。

：彼 は， 「さあ， われ われ は互 に論 じよ

う」 （イザ ヤ １ ：１８） という神の勧め
ことわり

に， また， 「なん じらの道理を とり出

せ 」 （文語訳 ・イザ ヤ４１：２１） とい う神

の命令 に従 ったのであ った。

しか し，彼 はそれだけに とどま って

はいなか った。教 義を教 えた後，論 じ

た後 に， 自分が同胞 に伝 えていること

が真実であ り，神聖 な ものであること

を証 した。また主 は，霊的 な経験を さ

せ，聖霊 の力を宿 らせ ることによって

ペ テロを備 え られ た。

例 えば，次 のことを覚えてお られ る

だ ろ う。 ペテ ロと他の十二使徒 と，聖

．徒 たちの小 さな群が，二階の部 屋に集

まっていたときの ことを。その とき，

主 イエスが現われ，そ こに集 ま ってい

た人 々は，恐 れ驚いた。す ると主 は彼

ら結 われた， ・なぜお憾 。ている

のか。 どうして心 に疑 いを起す のか。

わた しの手や足 を見 なさい。 まさ しく

わ た しなのだ。 さわって見な さい。霊

には肉や骨 はないが， あなたがたが見

る とお り，わ た しにはあるのだ。」 （ル

ヵ２４：３８，３９） そこで彼 らは手を伸ば

して， イエスの体 にあ るきずあ とに触

れた。 イエス は食物を求め，みんなの

前で食べ られた。

トマス はこの ときその場 にいなかっ

た。それで伸 問の使徒が述べ る証を信

じなか った。 ８日後，主 は，今度は全

員 そろ って いる所へ，同 じよ うに姿 を

現 わされ， トマスに言 われた。 「あな

たの指を ここにつけて， わた しの手 を

見な さい。手 をのば してわた しのわ き

に さし入れてみなさい。信 じない者 に

な らないで，信 じる者 になりなさい。」

トマスは言 った。 「わが主 よ，わが神

よ。」（ヨハ ネ２０：２４－２８参照）

これ はすべて， イエスが墓 か ら触 知

し得 る体を もって出て来 られた ことを

示すた めに，な されたのであ った。 ペ

テ ロと同僚た ちに， イエスが神 の子 で

あることを示 す主の方法 だ ったのであ

る。 もし死人 の中か らよみがえ られ た

のであれば，イエスは神の子 であ った。

もしイエスが神 の子 であるな ら，彼 ら

が宣 べ伝 えている救 いの福音 は真実で

あ った。 そこで彼 らは，人 々の心に，

イエスが死か らよみがえ った ことを信

じさせ るとい う義務を負 うことにな っ

た。 さて，彼 らは イザ ヤの言葉 を引用

し，啓示を もとに論 じて，信 じさせ よ

うと した に違 いなか った。事実 そ うし

た。 しか し， それが終 わる と，個人的

な証を した。 ここでペテ ロが述べた そ

のよ うな証の例 を読 んでみ よう。ペ テ

ロは集 ま っていた一群 の異邦人 にこう

語 りかけた。

「あなたが たは
，神がすべての者 の

主 なるイエス ・キ リス トに よって平和

の福音 を宣べ伝えて， イス ラエルの子

らにお送 り下 さった御言を ご存 じで し

ょう。

それは， ヨハ ネがバプテスマを説 い

た後，ガ リラヤか ら始 まってユダヤ全

土にひろ まった福音 を述べ た も の で

す。

神 はナザ レのイエスに聖霊 と力 とを

注がれ ま した。 この イエスは，神 が共

におられ るので，よい働 きを しなが ら，

また悪魔 に押 えつけ られ ている人 々を

ことごとくいや しなが ら，巡 回され ま

した。

わた した ちは， イエスが こう してユ

ダ ヤ人 の地 やエルサ レムでな さったす

べ ての ことの証人で あります。人々は

このイエスを木 にか けて殺 した の で

す。

しか し神はイ エスを三 日目によみが

え らせ，全部 の人 々にで はなか ったが，

わた したち証人 としてあ らか じめ選ば

れた者 たちに現 われ るよ うに して下 さ

いま した。 わた したちは， イエスが死

人 の中か ら復活 された後，共 に飲食 し

ま した。

それか ら， イエス ご自身 が生 者 と死

者 との審判者 と して神に定め られたか

たで あることを，人々に宣 べ伝 え， ま

た あか しす るよ うに と，神 はわた した

ちにお命 じにな ったのです 。」（使徒 １０

：３６－４２）

そ して この後 にすべ てを包括す るよ

うな，含蓄 のある言葉 が続 いて いる。

「預言者 たち もみな
， イエスを信 じる

者 は ことごと く， その名 によって罪の

ゆる しが受 け られ ると，あか しを して

います 。」 （使徒１０：４３）

ペテ ロが述べて いる証を もうひ とつ

読 ませて いただ きたい。

「わた した ちの主イエス ・キ リス ト

の力 と来臨 とを，あなたがたに知 らせ

た時，わた したちは，巧 みな作 り話 を

用い ることは しなか った。 わた したち

が，その ご威光 の 目撃者 なのだか らで

あ る。

イエスは父なる神か らほまれ と栄光

とをお受 けにな ったが， その時， おご

そかな栄光 の中か ら次 のよ うなみ声が
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かか ったのである， 『これ はわた しの

愛 する子， わた しの心 にかな う者で あ

る」。

わた したち もイエスと共 に聖な る山

にいて，天 か ら出た この声 を聞 いたの

であ る。」（皿ペテ ロ １ ：１６－ １８）

私 たちに課せ られ ている数 々の義務

すなわち福音 の学者 となるべ き義務，

啓 示に精 通す る義務，論 じ合 った り分

析 した りす る方法 を身 につけ る義務，

あ るいは私 たちが身 につけている力と

才 能の限 りを尽 くして，救 いのメ ッセ

ージを私 た ちの間では もちろん， この

世 に向けて宣べ る義務，私 は これ らを

決 して過小評価 す るものではない。 し

か し上 記の ことだけでは，十分 ではな

いのであ る。すべてを尽 くした後 で，

主が今 日の私 た ちに与 え られた戒 めに

従わな ければな らない。「『……あなた

がたはわが証人であ る』 と主 は言 われ

る」。（イザ ヤ４３：１２）私 たちは 自分が

教 える教義 に，神聖 な承認 の証 印を押

さな ければな らない。 この証 印は，証

の証印であ り，聖霊 が個 々に与え る知

識で ある。

さて ペテロは，長 々 と論 じることも

で きたで あろう。 しか し，そ うしてい

た ら，人々 はペ テロと議論 して， 次の

ように言 ったか も知れない。 「あなた

は聖書がわか っていない。あなたの解

釈 は間違 って いる。 ここが， またあそ

こが誤 って いる。」 しか し，人は証 と

議論す ることはで きない。従 ってペテ

ロが論 じた後で，多 くの場合 にしたよ

うに， およそ次 のように言 っていれば

どうで あろうか。 「私 はある二階 の部

屋 にいた。す ると主が壁を通 り抜 けて

入 って来 られた。私 た ちの前 に姿 を現

わされ たの だ。私 はイエスで あること

をはっき り見分 ることがで きた。 それ
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は ３年半共 に働 き，旅 を した同 じ方で

あ った。 カペナ ウムで私 の家 に泊 まっ

た方であ った。私 は諌たイエスの手足

にあ る傷 あ とにさわった。脇 に も手を

さし入れてみた。またみんなの前で飲

食 され るのを私 もこの 目で見 た。私 は

イエスが神の御子 である ことを知 って

い る。神の聖 いみたまが，私 に この証

を与えて下 さったか らである。」 もし

ペ テロが このよ うに言 っていれば，議

論の余地は全 く残 されていなかっただ

ろう。上 記の ような発言 に対 して，議

論をふ っかけ ることはできない。 フェ

ス トがパ ウロに言 ったよ うに， 「おま

えは気が狂 ってい る。博学 が， おまえ

を狂 わせてい る」 （使徒２６：２４） と言

うことがで きるか も知 れない。 しか し

最終的には，述 べ られた証 を受 け入れ

るか，拒 否す るか しかで きない。真実

であ るか虚偽であ るかのいず れか なの

であ る。中間はない。

あなたは天 父 と御子 がジ ョセブ ・ス

ミス に現われた ことを どのよ うに証明

し，説明す るだろ うか。天使 が今 の時

代 に来 られた こと，福音 が回復 された

こと， さ らに私 たちが世界に伝 えてい

ることが真 実であ るとい うことはど う

だろうか。そ う，あなたは啓示 を引い

て論 じることがで きる。あなたには十

分な言い分が あるだろ う。それは全 く

問題で はない。真理 は私 たち と共 にあ

り，私た ちが受けてい る教えの源 は，

主だか らで ある。 しか し，あなたは論

じて，分析 したあ とは， 自分が言 って

いる ことをわ きまえた証人 として，立

たな ければな らない。あなたがたは，

モーサヤの息子た ちが した ことを しな

ければな らない。予言のみたま と啓示

のみ たまによって語 り，教え るのであ

る。そ うすれば，権威 あ る者 のよ うに

語 る ことがで きる。 ⊆れは，私 たちを

世か ら区別す る，すば らしい事柄であ

る。私 たちにこのことが知 らされてい

る ことを，神 に感謝 しよう。私たちは

この啓示 を受 けて いるので，権威あ る

者 のよ うに語 る立場 にある。

そ こで，私 もこの知識を持 った多数

の末 日のイス ラエルのひとりで あるの

で， この席 で力を尽 くして，その よう

に語 ろ うと努 めて いる。私 は今教えて

いる この業 と教 えが真実で あり，神の

ものであるこ とを知 ってい る。

私 は， 「ユダヤの平原で二 とい う詩

で話 を始 めた。 そ こで， 「二階 の部屋

で」 とい う詩 で閉 じよ う。

われ ら心痛 の思 いにて卓 につけ り，

不義 な る人 々われ らが主を殺せ し故 に。

われ らは主を見 ぬ，十字架 の上 に。

御体 は ヨセフの墓 の中 に。

主，再 び立 たれぬ，われ らが 卓の傍 ら

に。

．主は生 きてま します，変わ らず 生きて

ま します。

食物 を とられ る主，

われ らは見ぬ触 れぬ，足 もとに畏れ ひ

ざまず きなが ら。

主，静か に トマスに命 じた もう。

「わが手 に触れ よ
。 この手 とそわれ

十字架にかか り， 己れ と汝 らのた

めに死せ しその手 な り。」

主， おごそかにわれに命 じた もう。

「わが体 に触れ よ
。 こは骨肉の体 な

り。」

わが魂は叫びぬ， 「主 のつえの下 に伏

し拝 め，

イエスは救い主， 主， 神な るぞ。」１



キ リス トの よ うに な る こと は， 私 た ち の 指 標 で あ り， 目標 で あ る

「汝 らは われ と同 じ

人 物 な らざ るべ か らず、

十 二使徒 評議員会補 助

マ リ オ ン ・Ｄ ・ハ ン ク ス

今 日の私 の目的 は，特 に助けを必要

と してい る人 々， および主か ら任務を

受 け，彼 らを助 けることを主に誓約 し

た人 々に対 して，証 を述べ ることで あ

る。

キ リス トは西半球 の民 に福音 を教 え

た時 に， 「…汝 らはいか なる人物 にて

あ るべ きか」 と尋 ね， 「まことに汝 ら

は われ と同 じ人物 な らざるべか らず」

と言 われた。 （皿ニーフ ァイ２７：２７）

私 たちはク リス チ ャンと して， この

教 えを 自分の指標， 目標 と して敬慶 に

受 け入れ る もので ある。

私 たちはキ リス トが御父を愛 してお

られ る ことを知 っている。 キ リス トは

御 自分 の果 たす役割 と払 うべ き代価を

知 りつつ，御父 の御心 を行 なうため に

世 に来 られ たｏ

キ リス トは私た ちを愛 し，私た ちの

た めにあ らゆる毛穴か ら血を流す ほど

に深 く激 しい苦痛 を受 け， この世の使

命 を成就 され た。 その血を もって私た

ちを瞭 い，私 たちに不死不滅の賜物を

くださ り，今 も永世 に もわた って良 き

もの，好 ま しい ものをすべて備 え られ

た。

キ リス トは慈悲深 いが憶病で はなか

った。主 に従 った多 くの者 はの ちに離

れ去 ったが，主 は民 に，父 なる生 ける

神 に関す る真理を教え，御 自身 につい

て， またその瞭 いの使命について証 さ

れた。主 は悔改 めを叫 び， ヨル ダン川

で ヨハ ネか らバプテス マを受 け，すべ

ての人 に このよ うにせ よ， と教 え，従

順，忠実 な人 々に聖霊 の祝福を約束 さ

れた。

キ リス トは人 の価値 を知 って おられ

る。主 はイザ ヤが予言 した ように， ま

たナザ レの会堂 で自 ら宣言 された 目的

で この世へ来 られ たので ある。すなわ

ち，「…貧 しい人 々に福音を宣べ伝え さ

せ るために，……囚人が解放 され，盲人

の 目が開かれる ことを告 げ知 らせ，打

ちひ しがれている者 に自由を得 させ，

・」 るためである。 （ル カ ４ ；１８）

キ リス トは， さまよい出 た羊やな く

した銀貨 や迷 った息子 のた とえ話を教

え，責 め られ ていたザ アカ・ｆと食事を

し， 「あなた も行 って 同 じよ うに しな

さい」 と，卑 しいサマ リヤ人 の慈悲深

い行 ないを見習 うよ うに勧め られた。

また独善的 なパ リサ イ人 と反対に 「目

を天 にむけよ うと もしな いで，胸を打

ちなが ら 『神様，罪人のわた しをおゆ

る しください』」 と言 う謙遜な取税 人

をほめ，罪を悔 い改 めた婦人を群衆 か

らかばわれた。

キ リス トは隣 り人 と固い絆で結ばれ

て お り，力 あるた とえ話のひ とつでは

最 も小 さい兄弟 に与え るパ ンはわた し

に与 える もので ある，親切 も愛の行 な

い も慈悲 も奉仕 も同様であ ると教え ら

れ た。最 も小 さい兄弟のひ とりへの助

けを拒む ことはわた しを拒 む ことであ

る， と言われた。

主 の教え は，愛す る人を失 って嘆 く

者へ の希望 と，約束 と平安の教 えであ

る。 「この ように， あなたがたに も今

は不安が ある。 しか し，わた しは再 び

あなたがた と会 うで あろう。そ して，

あなたがた の心 は喜びに満た され るで

あろ う。そ の喜 びを あなたがたか ら取

り去 る者 はいない 。」 （ヨハ ネ１６：２２）

孤独 な者，希望を失 った者，恐 れを

抱 く者 に主 の約束が及ぶ。 「わた しは

決 して あなたを離れず，あなたを捨 て

ない」 と。 （ヘ ブル１３：５）

キ リス トは理解 して下 さる。 「そ こ

で， イエス は，神のみまえにあわれみ
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深 い忠実な大祭司 とな って， 民の罪を

あがな うために，あ らゆ る点において

兄弟た ちと同 じようにな らねばな らな

か った。主 ご自身，試練 を受 けて苦 し

まれたか らこそ，試練 の中にある者 た

ちを助 けることがで きるので あ る。」

（ヘ ブル ２ １１７，１８） 「この大祭 司は

わた したちの弱 さを思 いやる ことので

きない ようなかたではない。 罪は犯 さ

れなか ったが， すべての ことにつ いて

わた したち と同 じよ うに試練 に会 われ

た ので ある。」 （ヘブル ４ ：１５）

キ リス トは不従順 な者 たちのために

御父に祈 り，涙 を流 された。

幼な児た ちを呼び，祝福 して，涙 を

流 された。

キ リス トは私 たちに祈 れ と教 え られ

た。

主は この ような ことや さらに多 くの

ことを，教 え，実践 された。 それ らは

キ リス トの人 とな りを示 している。

もち ろん，主 はそれ以上 の御方で あ

る。聖 な る購い主，全人類 の救 い主，

霊 におけ る長子，肉 にお ける独 り子，平

和 の君 であ った。主 は 「……世 に来 り

た もうて世 のため十字架 に附 け られ，

世の罪を負 い，世 を聖 くし， あ らゆる

不義を潔 めた もう。 これ ……あ らゆる

ものを彼 によ りて救 わんため な り。」

（教義 と聖約７６：４１，４２）

私 た ちが 自分 では決 してできなか っ

た ことを私 たちのために して下 さった，

こと，愛 や奉仕 や犠牲 や神 の国を第一

に求 め るとい う模範 を示 して下 さった

ことは，私 たちの しるべ であ り，道で

あ る。

キ リス トは私 たちに何 を期待 してお

られるだろ うか。

主 に召され，神権 を託 され，主の代

理人 とな り，主 の使 いをす る私た ちは

忠 実に主 を代表 し，御父 の御心を行な
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「主 に従い，主と同 じよ うな

人物になる人たちは，主がさ

れたように，罪に苦 しみ罪を

悲しんで悔い改めた人を励ま

し，愛を赦 しをもって祝福す

るであろ う。」

うとい う誓 約の もとにあ る。

私 た ちのまわ りには機会が た くさん

あ る。

先 日聞いた ことだが， ペ ッ トを無 く

した子供 が泣 きなが ら，心配 して いる

母 親の所 にや ってきた。母親 はその男

の子に，い っしょうけんめい捜 したけ

れ どみつか らなか った とやさ しく言 っ

た。彼女 が 「お母 さんにほか に何がで

きるか しら」 と聞 くと， その子 は 「ぼ

くとい っしょに泣 いて」 と言 った。

「互 に重荷 を負 い合 いなさい
。 そう

すれば， あなたがた はキ リス トの律法

を全 うす るで あろう。」 （ガ ラテヤ ６ ：

２）

不運 を背負 った子供た ちと接す る仕

事 を している私 の親友が，最近，１７人

、

の里親の間を転 々 として きた ９歳 の少

女の ことを話 して くれた。彼女 には 自

分 とい っ しょにな って泣 いた り，笑 っ

た り，教えた り，愛 した りして くれる

人が必要であ る。

理解 されていない入， あ るいは理解

されていない と感 じる人 は非常 に大勢

いる。先 日私 たち家族 は，愛す る友人

のル イーズ ・レイ ク姉妹 を訪 問 した。

彼 女は２５年以上 も車椅子 の上 か ら，人

々に親 切 と愛を施 してきた方 である。

おそ ら く１２歳 の息子 を同伴 したか ら

であ ろうが， レイ ク姉妹 は御 自分 の働

いてい るニューヨークの リハ ビリテー

シ ョン ・セ ンターで知 り合 った１２歳 の

少年について話 して くれた。少年 は盲

目で，１２年間のほ とん どを悲 しい状態

で生 きて きて， 自分 は教育 を受 け られ

ず学ぶ こともで きない と考 えていた。

その とき，あ りがたい ことには彼 にチ

ャンスが訪 れ， すば らしい霊 と立派 な

精神が彼 の中に発見されたのである。

少年が友 に話 した ところによれば，彼

はキ ャンピーに会 うときまで，生 まれ

てか らず っと，盲 目を人 間最大 の不幸

と考 えて きたのである。 キ ャン ピーと

は有 名なスポ ーツ選手 の ロイ ・キャン

パ ネラの ことで，仕事 に油 の乗 った時

期 に交 通事故 に遭 い，体が不随 になっ

て しま った人 である。盲 目の少年 は，キ

ャン ピーに会 ってか ら，彼 の方が 目が

見えないよ りもっ と不幸 だと思 った と

い う。 「で もそれよ りもまだ悪 いこと

があ るよ」 と言 って，彼 は通 り過 ぎる

人 たちの足音 を頼 りに病院 のホールを

歩 きなが ら， 自分 の気持 を話 した。

「盲 やかたわだということよりも悪い

ことが あるよ。 それ はみんなか ら理解

されない とい うことだよ。」 少年 は言

った。 「みんなは， ぼ くが盲だか ら聞

くことも話す こと もで きない って思 っ



ているんだと思 うよ。」

常に理解 して下さる御方がいらっし

ゃる。そのような人物になろうとする ＼

人々は，理解 しようと努めな くてはな

らない。神を愛 し，愛する御子の友情

を身に受けるとき，私たちは決してひ

とりきりではない。

１４人の子を持つある母親が，お気に

入 りの子供はいるかと聞かれた。彼女

は 「そうですねえ」と言ってこう話 し

た。 「いるとすれば，病気中の子供や

外出中の子供です。」 それは主も同じ

ではなかろうか。

南ベ トナムのダナンで軍人と集会を

持ったあと，私たちは，その日死線を

危うく免れてまだ体が震えている上級

飛行士と話をした。彼は私に頼むこと

があり，遠慮がちにはにかんだ様子で

打ち明けた。 「ハンクス兄弟，お宅に

帰られてから，ほんの少 し時間を取っ

ていただけますで しょうか。電話か手

紙で１２歳の息子に，私が無事で，息子

のことを考えていると知 らせていただ

きたいのです。息子は先週の日曜日，

私の留守中に，執事に聖任 されたんで

す。私がどんなに息子を愛しているか

知らせたいのです。」

自分に一番近い間柄の入 も，愛を必

要としている。

良心が納得できるように振舞わなか

ったために，悲 しんだり苦 しんだりす

る人が大勢いる。その人たちに，主は

古代，近代の予言者の口を通して語 っ

ておられる。ヤコブが兄弟たちに語 っ

た言葉を思い出してみなさい。「さて，

私の愛する兄弟たちよ，私たちの憐み

深い神は，これらの事について大そう

偉大な知識を与えたもうたか ら，私た

ちは神を心に思い起こして，私たちの

罪を捨てようでぽないか。また私たち

は神に捨て られたのではないから，頭

を垂 れて恥 じないよ うに しようではな

いカ〉。……」 （Ｅニーフ『ア・イ１０：２０）

偉大 な予言者 モル モンが息子 モロナ

イに宛 てて書 いた最後 の手紙 に，民の

悪事 を嘆 く言葉が， 「道を守 らず慈 悲

の心 のない」 と記 されてい る。愛 す る

息子 に対す るモル モンの最後 の証には

この驚 くべ き訓 戒 と，私 たちの全員が

感 じるべ きキ リス トの賜物 の影響 の こ

とが言われてい る。 「さて私 の子 よ。

キ リス トに忠誠 であれ。願 わ くは，私

が書いた ことのためにお前が悲 しみの

あまり死ぬよ うな ことが な くキ リス ト

がお前 を慰 め励 ま した もうように， ま

た キ リス トの苦 しみ とその死 と，私た

ちの先祖 にその御姿 を現わ した もうた

ことと， その憐 みとその忍耐 と，その

栄光 と，永遠 の生命を授か る希望 とは

お前が いつ まで も記憶 に留めてお くよ

うに。」 （モロナイ ９ ：２５） －

私 たちの生活 にとって， キ リス トは

不完全 だか らとい って私 たちを悲 しみ

のあま り死なせて しま うよ うな存在 で

はない。私たちはキ リス トを通 し， キ

リス トの賜物 とその憐 み と忍耐 を受 け

入れて高め られ るであろ う。 これ らの

祝福 を，私 たちは常 に心 に留 めるよう

にすべ きである。 「人 はどう してまだ

仕えた こともな く，見 も知 らず思い も

かけない，主人を知 ることがで きよ う

か。」 （モーサヤ ５ ：１３）

主 に従 い，主 と同 じような人物 にな

る人 たちは，主が されたよ うに，罪 に

苦 しみ罪を悲 しんで悔 い改 めた人 を励

まし，愛 と赦 しを もって祝福す るで あ

ろ う。

正直 な人 な らば， だれで も自分の弱

さや資格 のなさを感 じ，無知や高慢 が

頭 を もたげるのに苦 しむ ことがあ るで

あろ う。 あ らゆ る災いに も動 じない信 ．

仰 を持 った，善良で神のよ うな人 間，

ヨブで さえ，神 にまみえた時に こう言

った。 「わ た しは知 ります， あなたは

すべて の事をなす ことがで き，またい

か なるおぼ しめ しで も， あなたにでき

な いことはない ことを。 わた しはあな

た の事を耳 で聞いていま したが，今 は

わた しの 目で，’あなたを拝見 いた しま

す。それでわた しはみずか ら恨み， ち

り灰の中で悔 います 。」 （ヨブ４２：２，

５， ６）

しか しキ リス トは，私た ちが キ リス

トのな され たよ うにす るとき，キ リス

トと同 じ人物 になるよう励ま し助 けて

下 さるであろう。父な る神を愛 し，御

父 に私 たちの生涯 を捧げ，互 いに愛 し

あい，全人類を愛 し，御言葉 を守 り，

教 え，人の価値 を信 じ，熱心 な生活 を

示 し，悲 しむ人 と共 に悲 しみ，彼 らに

希望を もたせ，泣 く人 を理解 し慰 め，

主 に呼びかけなさい。

「声をあげて主 に祈 らない時で も
，

自分の為また 自分 のまわ りの人々の為

を思 ってたえず心 の中で主に祈れ。私

の愛す る同胞 よ。 これで満足だ と思 っ

てはいけない。 たとえこれ らの ことを

みな行 って も， もしも貧 しい者 や着 る

物 のない者 の願 いを ことわ り，病 んで

いる者， あるい は悩んでいる者 を見舞

わず，持物があ りなが らその幾 分を貧

しい者 に施 さないな らば， あなたたち

の祈 りは空 しくな ってその効果 はなく

またあなたたちは神の言葉 を否定す る

偽善者のよ うになるで あろう。」 （アル

マ３４：２７，２８）

私 たちが天 を仰 ぎ，周囲 に目をや り

ひざまず くよう， またふ さわ し くな り

キ リス トと同 じ人物 とな るよう神が祝

福 した もうことを， イエス ・キ リス ト

の御名 によりお祈 り申 し上 げる。 アー

メ ン ｏ

噛 、漁 夢

．籍鰭 」麓 鶴 癬
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聖典を通 して啓示された福音こそ，決定を下す上で基いとしなければならないものである

人 の 自 由 意 志

十二使徒評議員会補助

ジ ョン ・Ｈ ・バ ンデ ンバ ー グ

所 は北部 ニ ュー ヨーク，寒 い日曜 日

の朝 だ った。気温 は氷点下を指 し，道

路 は凍 てつ き， その両端 には吹 き寄せ

た雪 が深 く積 もって いた。その朝教会

に来た のは，牧師 と１０丁ばか り離れ た

所 に庄 んで いる足の悪い８９歳 の老婦人

だ けだ った。

彼女を見て驚いた牧師は，彼女 の名

を呼んで こう尋 ねた。 「こんなふぶ き

の朝に， どの ように しておいでになっ

たのですか。」

「まず
，来 ることを心 に決 めた ので

す よ。そ うすれば， あとは簡単ですか

らね」 と元気 な声が返 って きた。（「ク

ォー ト」１９７３年 １月２６日〔英 文〕Ｐ．５）

この簡単 な実例 に見 られ るように，

すべ ての個人 は毎 日何を選ぶかの決 定

を下す よ うに迫 られてい ることに気 が

つ く。 そ して，何 を選ぼ うとも， それ

は心 の確信す るところと比例 するので

あ る。

これ らの確 信は，すべての人 の内部

で絶え間な く葛藤 を続 けるふたつの力

と関係があ る。それは救 い主が 「神 と

富 」＊として言 及 した善 と悪 との力 のこ

とであ る。 これ らふたつの力は，神が

造 られたすべての創造物 の中で人間だ

けが所有 している力，すなわ ち理 性を

４２

もって考 え る力である。 これ によって

人 は選択す ることがで きる。 それ はそ

の人が どのよ うにな りたいかを決め る

調節弁 とも言 える。理性 により支配 さ

れ る力 は，選択 した ものの質を決 走す

る。 こう して私 た ちが ｉ生質 と呼んでい

る ものが形 作 られ る。 この選 択の機会

を指 して， 人の 自由意志 と呼 ぶ。

「毎 日が選択 の日である
。日々絶 えず

私 たちは各 自の選択 の権利 を行使 して

い るか らである。選 ぶのにわ ざわ ざ投

票 所にまで出かけて い く必要 はな い。

……人 は 自分 自身 の選択 によって成功

もし，失敗 もす る。 ……あなた は自分

の仕事 について知識 を増す こともで き

る し， そ うしないで もい られ る。正直

である こと も，不正直で あることもで

き る。働 いて得た お金の一部を貯金す

ることも，しないでい ることもできる。

常 に最善 を尽 くす こともで きる し，そ

う しないで もい られ る。従 って， あな

た 自身の選択によ って，敗北者 に も勝

利者に もなれ るのであ る。」（ジ ム ・ラ

ブ，「Ｒ＆Ｒ マガ ジン」アメ リカの探究

と評論社，第 １０巻 〔英文〕 Ｐ．６４）

天 父 も初 めか らこの 自由意志 の原則

の真意 を御存知 であった。 それ につい

て，聖典 にはか な り詳 しく書かれてい

る。

「さて
，主 はわれ アブラハ ムに， こ

の世 に先だ ちて組織 された る英智 たち

を見せた まいた りき。而 して， これ ら

すべての ものの中には，高貴 に して偉

大な るもの多 くあ りた り。

神，これ らの霊を善 しと見た まい…・・

これ らの者 の中に，神 の如 き者一人立

ちて共 に在 りし者 たちに言 いけるは，

われ ら降 り行か ん。 か しごに空間 あれ

ばな り。而 して これ らの材料 を とりて，

これ らの者 の住 ま うべ き地を造 らん。

而 して， これ によ りて彼 らを試 し，

何 にて もあれ，主な る彼 らの神の命 じ

たまわ んすべて のことを彼 らが為すや

否やを見ん。

而 して，最初 の位 を保つ者 は更 に附

け加え られ，最初 の位 を保た ざる者は，



最初 の位 を保つ者 と同 じ王国 にて栄を

得 ることなか らん。而 して，第二の位

を保つ者 は， とこしえに栄光をその頭

に附 け加え られん。

主，宣い けるは，われ誰 を遣 わ さん

か。一人， 「人 の子』の如 くに答 えて

言 いけるは，われ ここに在 り，われを

遣 わ したまえ， と。」（アブラハ ム ３ ：

２２－２７）。 「父 よ，御旨 の成 らん こと

を，栄光 とこ しえに父にあれ」 （モー

セ ４ ＝２）

．「……別 の一人答 えて言い けるは，

われ ここに在 り，われを遣 わ し た ま

え 。」 （アブ ラハ ム ３ ：２７）

「われ汝 の子 と成 らん
。われ ことご

と く人類を瞭いて一人だに失 うことな

か らしめん。われ正にか くの如 くすべ

し。 これを以て，われに汝 の誉 を与 え

よ。」 （モーセ ４ ：１）

「……主宣いけ るは
， われ先 の者 を

遣 わ さん。

而 して，第二の者怒 りて， その第一

の位を保たず。」（アブラハ ム ３ ：２７，

２８）

「而 して彼 はサ タンと成 れ り， 実に

あ らゆ る偽 りの父な る悪魔 とな りて人

を欺 きだ ま し， 以てわが声に聴 き従 わ

ぬすべての者を欲 す るままに虜 となす

な り。」 （モーセ ４ ：４）

サ タンは神に叛 き， 「主な る神 のす

で に人 に与えた る人 の 自由意志 を滅 ぼ

さん と」 した。 （モ ーセ ４ ：３）

不幸な ことに，多 くの人 が，人 の 自

由意志 の賜物 とい う特質 と祝福 につい

て理解 していない。 もし私 たちが物事

の道理 をわ きまえ るな らば， それ だけ

で次の考 えに表 わされている真意 を悟

るだろう。 「選択は，人間の尊厳の主

要素で ある。選択の能力がなければ，

人間 は一個 の人間 にも遠 く及ばない存

在 と化 して しまう。 自由意志の行使が

なけれ ば，人 は自分が どの ような者に

なれ るのか， あるい は何 をなす ことが

で きるのかを知 ることはで きない。選

択 こそ未来の鍵 であ る。」 （ジ ョージ ・

Ｅ ・ファー リング， 「若者 よ， なせば

なる』，「ウエズ レー ・メ ソ ジ ス ト」

〔英文〕 より）

人の 自由意志の源 が神にあ る以上，

私 た ちは，分別あ る選択 をす るのを助

けて くれ る最 良の仲立ち として神 に頼

らないわけがあ るだろ うか。神が私 た

ちに与えて下 さった この仲立 ち とは，

聖典の中に記録 されてい る予言者 によ

り語 られた言葉 であ る。安息 日に病人

を癒 したか ら聖 日を守 らない とイエス

を非難 した昔 の不信心 なユダ ヤ人 たち

に，・イエスは この ことを告 げ られ た。

イエス は彼 らを叱責 して， こう言 われ

た。

「わた しをつかわ された父 も
， ご自

分でわた しについてあか しを され た。

あなたがたは， まだそのみ声 を聞 いた

こともなく， そのみ姿を見た こともな

い。

また，神がつかわ された者 を信 じな

いか ら，神の御言葉 はあなたがたの う

ちに とどま っていない。

聖典 を調 べな さい。なぜ な らあなた

がたは，聖典 の中に永遠 の命 があると

思 ってい るか らであ る。 また聖典 は，

わた しについてあか しをす る ものであ

る。

しか も， あなたが たは，命 を得 るた

めに，わた しの もとに こよ うともしな

い。」（欽定訳 ヨハ ネ ５ ：３７－４０）

彼 らの問題に対す る答 えを導 き出す

鍵 は聖典 に見出 され る。主は彼 らが所

有 して いる聖典 を受け入れない ことを

叱責 された。 自らの主張 す るところを

論証す るにあた り，その知識 は聖典 の

中 に見出 され るのである。 パ ウロがテ

モテへ あてた勧 告に耳を傾 け て み よ

「主は，私たちが主の福音

に精通し，福音を試 し，証

明し，共に分かち合い，さ

らに決定を下すときの判断

の基準として，福音を生活

にとり入れるよう望んでお

られる」

う。

「また幼い時か ら
，聖書 に親 しみ，

それが，キ リス ト・イエスに対す る信

仰によ って救 いに至 る知恵 を， あなた

に与え うる書物 であることを知 ってい

る。

聖書 は， すべ て神 の霊感を受 けて書

かれた ものであって，人 を教 え，戒 め，

正 し くし，義 に導 くのに有益で ある。

それによ って，神 の人が， あ らゆる

良いわざに対 して十分 な準 備 が で き

て，完 全にと とのえ られ た者 にな るの

であ る。」（皿テモテ ３ ：１５－１７）

神の王国を建設す るにあた り，聖典

は私 たちの伴 として，信仰，契約，決

断，指導 力の源 となり，決断を下す と

きに基 準 となる原則 を私た ちに示 して

くれ るのである。聖典 の中か ら非常に

４３
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良 く知 られているいくつかの実例を引

用 してみよう。信仰の模範 として，非

常に裕福であり，同時に神を畏れ，世

の富 と家族に恵まれていた ヨブが挙げ

られる。彼は一夜のうちに，この世の

すべての所有物と，子供たちを失い，

「ヨシュアは

選択の模範に

よ って好戦的

な民の心を改

め させた」

轟
１　

藍ミ・昏・ｆｌゴ ４４

それか らは信 仰 と現実 の相半ばす る状

況に 自らの身 をさ らさなければ な らな

か ったのである。

「ヨブは起 き上 が り
，上着を裂 き，

頭 をそ り，地 に伏 して拝 し，そ して言

った，

『わ た しは裸で母の胎を出た。 また

裸でか しこに帰 ろう。主が与え，主が

取 られた のだ。主のみ名はほむべ きか

な」」 （ヨブ １：２０，２１）

さ らに彼が肉体的な病いの苦 痛に さ

いなまれていた とき，妻 は言 った。

「あなた はなお も堅 く保
って， 自分

を全 うす るのですか。神をのろ って死

になさい。」 しか しヨブは彼女 に言 っ

た。 「あなたの語 ることは愚 かな女 の

語 るの と同 じだ。われわれは神 か ら幸

を受け るのだか ら，災 を も， うけるべ

きではないか。」（ヨブ ２ ：９， １０）

さらに ヨブは苦痛 のさなかにあって

次のよ うに証 を述 べている。

「わた しは知 る
， わた しをあがなう

者は生 きてお られる，末 の日に彼 は必

ず地 の上 に立 たれる。 わた しの皮 のう

じが この体 を滅 ぼ したのち，わ た しは

肉に在 りて神 を見 るで あろう。」 （欽定

訳 ヨブ１９：２５，２６）

契約 の模範 と して，ル ツの， し ゅう

とめナオ ミに対す る献身以上に人の心

を打 つ ものはない。ル ツの夫が死んだ

ので， ナオ ミはル ツに実家 に帰 るよう

に言 ったとき，ル ツはナオ ミの もとを

離ｉれず，言 った。

「あなたを捨て，あなたを離 れて帰

る ことを わた しに勧めない で く だ さ

い。 わた しはあなたの行 かれる所へ行

き， また あなたの宿 られ る所 に宿 りま

す。 あなたの民はわた しの民， あなた

の神 はわた しの神 です。

あなたの死 なれ る所 でわた しも死ん

で，そのかたわ らに葬 られ ます。 も し

死に別れでな く， わた しが あなた と別

れ るな らば，主 よ， ど うぞわた しをい



くえに も罰 して ください。」（ル ツ １：

１６， １７）

また王妃 エステルは，彼女 の同族 の

民 を滅 亡よ り救 う決心 を した とき，断

食 して神に助 けを求 め， モルデ カイに

言 った。 「あなたは行 ってス サにいる

すべてのユダ ヤ人 を集 め， わた しのた

めに断食 して ください。三 日のあいだ

夜 も昼 も食 い飲 み してはな りません。

わた しとわた しの侍女 たち も同様 に断

食 しま しょう。そ してわた しは法律 に

そむ くことですが王 の もとへ 行 き ま

す。わた しが もし死 なねばな らな いの

な ら，死にます 。」（エステル ４ ：１６）

また選択の模範 によ って好戦的 な民

の心を改め させ た指導者 ヨシ ュアは，

そ の民 にこのよ うに語 った。 「それゆ

え， いま， あなたがたは主 を恐れ，ま

ことと， ま こころ と，真実 とを もって，

主 に仕 え， あなたが たの先祖が，川の

向 こう， およびエジプ トで仕 えた他の

神々を除き去 って，主 に仕えな さい。

もしあなたが たが主 に仕 え る こ と

を， こころよ しと しないのな らば， あ

なたが たの先祖が，川 の向 こうで仕 え

た神 々で も， または， いまあなたがた

の住む地 のアモ リび との神々で も， あ

なたが たの仕え る者を， き ょう，選 び

なさい。ただ し，わた しとわた しの家

とは共 に主 に仕えます。」

そこで民 はヨシュアに言 った。 「わ

れわれ の神，主に，われわれは仕 え，

そ の声 に聞 き従います。」（ヨシュア２４

：１４－１６，２４）

これ らは聖典 に見出される数 多 くの

実例 のほんの一部 にす ぎないが，傑 出

した これ らの人物 の証 を調べてみ るだ

けで，私たちは彼 らの強さに励まされ

るのである。これらを冷静な気持で分

析 してみれば，彼 らの生活が正しい選

択により築かれていなければならなか

ったことがわかる。彼らは真理に堅 く

立 っていた。彼 らの模範 は私たちにこ

の上ない教訓を与えて くれ る の で あ

る。

主は私たちに仰せになった。「さあ，

われわれは互に論 じよう……ゴ （イザ

ヤ １：１８）主は私たちが共に主の教え

に心を傾け，思いはかることを望んで

おられる。 「……人々をこの先神の現

わしたもう光栄に与る者と な さ ん た

め，主は平易簡明に説きたるその完全

の福音，その永遠の誓約を 世 に遣 れ

り。」（教義と聖約１３３：５７）

主は，私たちが福音に精通し，福音

を試 し，証明 し，共に分かち合い，さ

らに決定を下すときの判断の基準 とし

て，福音を生活に取り入れるよう望ん

でおられる。これによって人は真理に

基づいた選択をすることができる。動

機が真理に固 く結びついているとき，

そこには人を感服 させる正当な論拠が

あり，それは私たちの心を正 し，生活

をよりよいものへと導き前進させる。

論証は真理 としか共存できない。誤り

や邪悪 の論証を試みて，心の暗黒へと

導 く誤 りと邪悪は依然 として存在する

のである。人が真理を試 した後に，「わ

れわれを離れよ，われわれはあなたの

道を知 ることを好まない」 （ヨブ２１：

１４）と言い得るとは理解 し難いことで

ある。

悲 しみを言い表わ している聖句のひ

とつに，キリス トがこう言われたもの

が ある。 「ああ， エルサ レム， エルサ

レム，預言 者たちを殺 し， おまえにつ

かわ された人 たちを石 で打 ち 殺 す 者

よ。 ち ょうど， めん どりが翼 の下 にそ

のひなを集 め るよ うに， わた しはおま

え の子 らを幾たび集 めよ うとした こと

で あろう。それだのに， おまえたちは

応 じようとしなか った。見 よ， おまえ

た ちの家は見捨 て られて しま う。」（マ

タイ２３：３７，３８）

この聖句 は， わか っていなが ら主 の

もとに来て論 じようとしない，今 の時

代 の人 々に もあてはめ られる。

神 に対 して心 を向け，次 の ヨハ ネの

言葉 に耳を傾 け ようではないか。

「愛す る者た ちよ。 もし心 に責 め ら

れ るような ことがなけれ ば， わた した

ちは神 に対 して確信 を持 つ ことがで き

る。

そ して，願 い求 め るものは，なんで

もいただけ るのである。 それ は，わた

したちが神 の戒 めを守 り，み こころに

かな うことを，行 ってい るか らである。

その戒め とい うのは，神 の子 イエス

・キ リス トの御名 を信 じ，わた したち

に命 じられ たよ うに，互 に愛 し合 うべ

き ことで ある。

神 の戒 めを守 る人 は，神にお り，神

もまたその人 にいます。そ して， 神が

わた したちのうちにいます ことは，神

が わた したちに賜わ った御霊 によ って

知 るので ある。」（１ヨハ ネ３ ：２１－２４）

イエス ・キ リス トの御名に よって。

アーメンｏ

＊ ル カ１６：１３に見 られ る 「富」 の英 語 訳 は

電聖ｍａｍ ｍｏｎ”で
，悪 徳 と して の 富 を表 わ

す 。 （訳 者 注 ）

４５
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新 し い 年 を 迎 え て

明 け ま して お めで と うござい ます
日 本 伝 道 部

鯖
日本伝道部長

トモスエ ・アポ

み 触

畿 ・

／ｌ

日本名古屋伝道部

日本名古屋伝道部長

佐 藤 悟

日本中央伝道部

最 も大 切 な 証

私 か初めて末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教 会を知 ったのは，

１９４２年，第 二次世界大戦か始 まって家族が ユタ州 に移 った と

きて， ち ょうと私が ９歳 になる前 の事で した。そ うい う時節

柄 ， 日本人 に対 して迫害 の多い ときであ り，ユ タ州 は 日本人

が 自由に住 めるよう歓迎 した数 少ない州 のひ とつで あったと

はいえ，感情的 な面 はどうしようもな く，住 む家 を借 りるの

は並大抵 な事で はありませんで した。 しか し，流れつ いたス

プ リングビル とい う町のひ とりの監督 は，真 の意味で のモル

モンで した。多 くの人々の非難 に も耳 をか さず，私 た ち一家

に家を貸 して下 さいま した。 こうして モル モンと呼ばれ る人

々との密接 な交際が始 京ったのです。

私の若い頃の興味 はスポーツの一点張 りで したか ら，教会

日本中央伝道部長

清 水 勝

の，特 にスポーツにつなが っていた同級 の若 い学生 たちの親

切な フェローシ ップ と模範 によ って改宗へ の道 をたど りま し

た。私 の改宗 は何年 もの月 日がかか りま した。 しか し，今で

も有難 い と思 う事 は， モル モ ンの人 々が私を見捨 てないで，

忍耐 強 く真 の兄弟姉妹 として愛 し導 いて下 さった事です。

１４年前 の ことですが，最初 の伝道地室 蘭の厳 しか った冬 を

今 で も忘 れませ ん。 この冬 の室蘭で私は何回 もの心 か らの祈

りの後，聖霊が天下 り，私 の体 一杯 に満 ちて，真 に神 は生 き

てま し， イエス ・キ リス トはま ことに この世 の救 い主 であ ら

せ られ， この末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会が この末 の世 に

真 の神の予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスによ って回復 され た唯一真

の神 の教会で あるとのゆ るがぬ証 を得 たので した。入 に伝え

教え るため にこの証が必要 で した。 この証 ほど私 の生涯で大

切な ものはあ りませ ん。 そ して全世界 の人 々に声を大 に して

キ リス トの福音 こそ人 に不死不滅 の命を与 え，真の幸福に至

らせ る唯一 の道で あるとイエス ・キ リス トの御名によ って証

いた します。 アーメン。

４６



日本東伝道部

年 頭 の メッセ ー ジ

日本東伝道部長

小 泉 小 太 郎

世界が新 しい年 へ向かお うと して いるときにあた って，私

は 日本のすべての聖徒 たちに，来 たるべ き年がすば らしい繁

栄の年 とな りますよ う心 か らの願 いをこの機 会 に表明 したい

と思います。

私 た ちは本当に幸 いに も末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 の

会員 とな り，私 たち 自身 とまた隣人 の救い と昇栄 に欠 くこと

ので きない福 音の真理 と儀式 を有 してお ります。 さま ざまの

問題，苦 痛，苦悩，誘惑 に満 ちた新 しい年 に直面す るときに

も， 願わ くは，私 たちがイエス ・キ リス トの福音を学び，研

究 し，福 音に従 って生活す ることがで きます ように。 またそ

れによ って善 と悪 とを見分 け，悪魔 の誘惑を避け，悪 の力か

ら離 れ ることができます ように願 ってお ります。へ りくだ り

祈 ることによって，善悪 を判 断す るために必要 な導 き，啓示

能 力を絶えず 受け ることがで きるに違 いあ りません。 も し私

たちが弱い肉体 を持 つがゆえにサタンの誘惑 に引 きず られそ

うになるときが あるな らば，愛 と慈悲 に満 ちた天 の御父を思

い起 こそ うで はあ りませんか。天 父は弱点 を持つ私 たちを許

して くだ さるで しょう。私 たちは 自分 の誤 ちを認 め，天父の

許 しを求 める勇気を持 ち，そ して真理 に堅 くとどまろうで は

あ りませんか。

私た ちが常 に忠実で従順 で あるときに， イエス ・キ リス ト

の真 の弟子 と して とどまる強 さとみた ま，そ して証 を受 け，

多 くの祝福 を受 けることがで きますよ う，私 は謙遜 にお祈 り

いた します。

東京ステーキ部

主 の 恵 み

東京ステーキ部長

田 中 健 治

この世のあらしに揉まれ，望 み絶えて失せ し時……

あなたのエピソー ドについて話 して下さいと言われた時，

私の胸に去来 したのは数え切れない程の主の恵みを受けた出

来事でした。それ らのどの一つを取っても私の家族にとって

は主の与え給 うた，そして自ら喜んで参加 したこの地上の生

涯の花園に咲 くばらや百合，すみれやタンポポのように心豊

かにして下さるものです。

それは２年余 りの入院生活の終りも間近いと思われ，失 っ

た視力も奇跡的に １．０と回復 し，入院中に周囲の方々からも

祝福されて婚約 した清江姉妹と楽しい交際を続けていたとき

のことです。 １年以上も絶えてなかった左眼底出血が何の前

ぶれもなく，１３回目として起こりました。美 しい，見なれた

視野が見るまに赤黒い渦で浸され始めたときの怖れはその経

験をお持ちの方でなければお分かりにならないで しょう。直

ちに絶対安静になり，わずかの精神の動揺も，血圧 に変化を

与えて網膜の毛細血管の再生を害するため，防がなければな

りません。 しか しベ ッドでの祈りは，す ぐ心のささやきとし

て答えられました。 「田中兄弟／ 信仰を強くして行きなさ

い，恐れることはありません。」 今回の出血は非常に多 くて

完全に視野を消 しました。静かに休みながら， これが私にと

って何の恵みであるか考えておりました。鍛えることはでき

る。しかし退院は長期間の延期となるだろう。両親や兄弟た

ちにもまた犠牲を払わせることになってすまない。毎日診察

してもらっているお医者 さんたちでも予測できな い と した

ら，この病気の本性の両眼失明にだってなるのではないか。

どのようにして眼の見えないものがこの不景気の時代に結婚

を し，家庭を維持できるだろうか。その可能性の確信がない

とした ら結婚するとの約束は相手のために重荷を負わせるか
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ら先の見込みがつくまで解消 した方が良いのではないか，い

や私たちは永遠の祝福を生み出すための強い協力の約束をし

たのだから続けて行 くべきなのだろうか，等々……。 とその

とき，田中健治 さんているか しらと病棟の廊下から声が聞こ

えてきました。 ここですよと同室の僚友だちが安静の私に代

って返事 してくれました。 「ハイ，素適なお手紙ですよ」と

看護婦 さんが渡 してくれました。残された片眼で静に眺める

と，昨日もお見舞いに来てくれた清江姉妹からの も ので し

た。 「あなたがまたひどい出血をしたと聞いてびっくりしま

した。でも私はもっと勇気が出ました。もともと私 は相手が良

い人であるなら片足でも片眼でも良いと思っていたのですか

ら，私 は何でも助けてあげたいと思います。今あなたが悪い

状態であっても私はちっとも変 りません。」 私の心には暖か

な喜びと将来への希望がしみ渡 り，真黒な視野を忘れさせて

くれました。その日もさりげなく見舞いに廉 て くれた姉妹の

手をとって手紙をありがとうと言 った私の心には，必ず戦い

抜いて見せると心に決めた前世での躍動が こうだったのでは

ないかと思っていました。

それから１７年，私たちは結婚し， ３人の子供を送 られ，自

宅に住み，愛する兄弟姉妹や友だちと共に熱心に経営 し発展

させつつある会社 も与えられています。

私は神様が父として実在され，その子供たちの発展のため

にキ リス トを瞭い主，救い主 として送 られたことを証いたし

ます。また同 じように末 日聖徒イエス ・キリス ト教会は神の

唯一の教会であり， リー大管長は現在の予言者であることを

証いたします。

日本西部伝道部

福 音 に 生 ぎ る

日本西部伝道部長

ア ー サ ー ・Ｋ ・西 本

翼．

夢
・・

墜

古き年が過ぎ去り，新 しい年を迎えるにあたって，私たち

は受けた数限りない祝福，イエス ・キ リス トの福音によって

日常の生活にもたらされている喜び，まことの幸福，知識，

教えに従うことによって得た進歩について考え，天父に感謝

しなくてはならない。

私は今，１５歳になるひとりの少年のことを思い出している。

ある日のこと，その少年の友達の母親が宣教師たちの衣類を

洗濯 しているときに，宣教師がその家を訪れた。∫友達を通 じ

てこの１５歳の少年は教会に興味を持つようになり，Ｍ ＩＡ，

日曜学校，聖餐会に出席 し始めた。宣教師はこの１５歳の少年

の友達を数人集めて，祈ること，２分半の話の話 し方やスポー

ツマン精神などを教えた。しかしこの少年はバプテスマを受

けようとしないまま，やがて１７歳 になろうとしていた。彼は

教会の集会に出席続け，福音の原則を勉強し， この小さな支

部の会員や宣教師か ら暖か く見守 られていた。人々の忍耐 と

愛 と理解を受け，両親の許 しを得て，彼は宣教師と初めて会

ってから約 ２年後，ついにバプテスマを受けた。

彼がバプテスマを受けて間 もな く，第二次世界大戦が勃発

した。彼はほかの兄弟たちと共に国家を守るため軍隊を志願

した。やがて戦争は終 り，兄弟たちは除隊された。だがこの

青年は軍隊に留まる決意をした。兄弟たちとの軍隊生活を通

じて彼は多くの得がたい体験をし，職業軍人になる決意をし

たのである。そうして時が過ぎ，彼は教会員として進歩を続

４８

け，やがて結婚 し，家庭を持 った。最初宣教師から一緒に教

えを受けたこれら少数の青年たちは，それぞれ教会で得た喜

び，体験をいつも分ち合っていた。やがてこの青年は日曜学

校，神権会で教師の召しを受け，長老定員会会長，監督，ス

テーキ部伝道部長，ステーキ部高等評議員，軍人地方部の地

方部長など，軍隊にいた間に数々の召しを受けた。彼は世界

中を旅する時 も自分が 「モルモン」であることを決 して忘れ

ず，天父に全力を尽 くして仕え続けた。彼は天父に仕える機

会が与えられることがどれほどの祝福であり，それによって

家族が強められ，証が強められ，家族ひとりひとりが強めら

れていることを知っていた。やがて長男と次男が伝道に召さ

れ，伝道を終えた。同時に，共に教会に加わった数人の少年

たちも，宣教師，監督，ステーキ部高等評議員，ステーキ部

長会，伝道部長，そして今日地区および伝道部代表の召 しを

受け，家族と共に祝福にあずかっている。イエス ・キリス ト

の福音は何とすば らしい喜びと幸福をもたらすの で あ ろ う

か。 これ こそ 「福音に生きる」ことであり，主の御業を行な

うすべての人が味わうものである。なぜならば，教えを受け

た宣教師また共に助け励まし合った友達を忘れられず，いつ

くしんでいるこの１５歳の少年は今日，心からの感謝の気持を

持ち，ひとりの僕として日本西部伝道部長 として働き仕えて

いるからである。
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大阪ステーキ部

新 年 の あ い さ つ

大阪ステーキ部長

神 尾 昇

親愛 なる兄弟姉妹，今私 は１９６！年 ５月号 の聖徒 の道 を聞 き

なが ら，私 の改宗 したときの ことを思い返 してお ります。

２１歳 の春，私 はある商社の食品担 当経理 マン として神戸 に

勤務 して お りま した。 もちろん宗教な どには興味 もな く， そ

の 日その 日を楽 しく，友 と相語 り，酒 を飲 み，麻雀 に明け暮

れ， これが私の人生，青春であ ると疑い もしませ んで した。

そ うしたある日，同僚のひ とりが不節制 による結核 で病 に倒

れ て しまい，私 はその事実を知 って愕然 としま した。 これで

良 いのだろ うか ？ 解答 は間 もな く与え られま した。

１９６０年 ３月 ６日，昼休みの街角でひ とりの外人 か ら ！枚 の

パンフ レッ トを受け取 りま した。何 げな くポケ ッ トに入れ，

オフ ィス に戻 ってか ら思い出 して読 んでみま した。最初 に目

に入 ったの は英会話無 料 レ ッス ンの文字 で した。 さっそ く六

甲にある教会を訪問 してみま した。 そ こには私が考 えて いた

教会 とはあまりにもかけはなれた建物が あ り，入 ろうか入 る

まいか一瞬迷 ってお ります と， 中か らひと りの兄弟が出て来

て，私の手を とり招 き入れて下 さいま した。部屋 の中 には昼

間私 にパ ンフレ ッ トを渡 して くれた太 った外人 も お り ま レ

ーた
。彼 はマイヤース長 老 と名の られ二度 ビ ック リ。長老 とは

白い顎髭で もはや した年老 いた人 だと思 って いましたので…

…。またその同僚は背の高 い人 で，彼 もポーター長老 と名の

られま した。デブ とノッポの外人 との出会 い， これが私の人

生を変えたのです。正式 に英会話 に出席 したのは これが最初

であ り最 後 とな ったのは何 と も不思議 に思えてな りません。

ふた りの宣教 師 とはす ぐに家庭集会 の約束を し， ここに新 し

い未知の世界がある ことを知 りま した。 レ ッス ンが進 むにつ

れ，大 きな障害 が出て来 ま した。そ うです 「知恵 の言葉」 と

い う戒めです。私 は職業柄，世界各地の嗜好品が安 く手 に入

るので コー ヒー，紅茶 は大好 きで した。 コーヒーな どはブ ラ

ックで飲 み， それがキ リマンジャロか モカであ るかな ど銘柄

を当て ることもできたほどです。 この戒めには抵抗 を感 じも

う教 会へ行 くのはよそうか と思 った りもしま した。 しか しマ

イ ヤース長老 は私 に こうチャ レンジしたのです。 「私達 も飲

んでお りませ ん。」 この言葉は私の競争 心を大いに奮 い起 こ

しま した。同年齢 という関係で，あ る種 の ライバル意識が あ

ったので しょう。私 もつ られて 「じゃあ，私 も今 日限 り止 め

ます 」 とふたりの宣教師に約束 して しまいま した。そ うして

４月１７日，末 日聖徒の一員となったのです。最初の３ヵ月，

私には大きな誘惑が沢山ありました。会社：の同僚たちは，私

が変んなことを始めたと，からかい半分に 「モルモンさん」

と呼んだり，ある先輩は私に面 と向い 「オィ，おか しなこと

を始めたな。きっと３日も続 くまい’」と言いました。 しか し

３ケ月が過ぎ１年にならんとする頃，彼 らの考え方 も変わっ

て来ました。陰口をきく者 もなくなり，軽蔑は驚異に変わり

私への理解者は急激に増えていきました。それからの彼 らは

実に良く私を助けてくれました。宴会の席では私のために教

会のこと，戒めの事をお客に話 してくれるように な りま し

た。こうして第一の難関を突破 しました。

第二の難関はある土曜 日の朝突然私を襲いました。原因も

わからぬ高熱がでて立ち上がることもできません。会社を休

み，生れて初めての往診をしてもらいました。過労と悪性の

風邪のためであろうと老医者は診断を下 し， ２， ３日絶体安

静を命 じて帰 られました。私は高熱のためボーとした頭で明

日のことを考えておりました。当時，非専任宣教師 （ステー

キ部宣教師 と同じような責任）の責任を与えられ，毎日曜 日

初めて教会を訪れる入たちのクラスの先生をしており，家庭

集会の約束 もたくさんありました。日曜日の朝になっても熱

は下がらず，体温計は３９度を指しておりました。しかし集会

の時間がせまってきたとき私は 「立て」という主の声を聞い

たように思い，全身の力をふ りしぼって立 ち，身仕度もそこ

そこに寮母さんにみつか らぬように芦屋の独身寮を碕け出し

ました。芦屋か ら六甲までの時間の長かったこと，全身から

油汗を流 し，よろめきながら歩く姿に，きっと多くの人は不

審の念をいだいた事で しょう。しかし不思議なことに教会に

近づくにつれ，私の体内に力が湧いて来ました。踏みしめる

足に力強さがよみがえり，無事に全責任を果たすことができ

ました。私の第 ２の改宗でした。この事から，どんなに苦し

くとも，つ らくとも 「道はある，主は常に私達と共にある」

という確信を持つことができました。

私の第 ２の人生は，これらの困難や誘惑を克服 し，打ち勝

っ ことによって始まりました。青春を謳歌する若き兄弟姉妹

たち，輝やかしい明日に向って力強 く信仰の道を歩まれるよ

う，切に願っております。

５ ．／ ．遭 凶 謹
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